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田
安
宗
武
の
雅
楽
研
究
序
説

│
『
楽
曲
考
附
録
』
の
笙
譜
・
箏
譜
に
よ
る
│

＊
遠
　
藤
　
　
　
徹

音
楽
・
演
劇
講
座
（
音
楽
分
野
）

二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
受
理

要
旨
：　

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
二
男
の
田
安
宗
武
（
一
七
一
五
〜
七
一
）
は
、
国
学
者
・
歌
人
と
し
て
名
高
い
の
み
な
ら
ず
、
雅
楽
に
通
じ
、
復
古
を
志
し
た
雅
楽
研
究
を
行
な
っ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
宗
武
の
五
男
の
治
察
の
命
を
受
け
て
侍
臣
の
金
田
千
秋
、
長
野
清
良
、
小
田
隼
男
、
永
田
磐
村
が
宗
武
の
草
稿
を
集
成
し
て
浄
書
し
た
『
楽
曲
考
附
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
笙
譜
（
巻
十
九
〜
巻
二
十
四
）
と
箏
譜
（
巻
三
十
〜
巻
三
十
二
）
に
も
と
づ
い
て
、
宗
武
が
当
時
の
雅
楽
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
の
復
古
を
志
し
た
か
を
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。『
楽
曲
考
附
録
』
所
収
の
笙
譜
・
箏
譜
か
ら
田
安
宗
武
の
思
考
を
辿
る
と
、
宗
武
は
所
伝
の
雅
楽
（
唐
楽
）
に
は
原
拠
と
な
っ
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
在
り
方
か
ら
逸
脱
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
問
題
視
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
田
安
宗
武
の
目
指
し
た
復
古
の
か
た
ち
は
、
所
伝
の
転
訛
を
修
正
し
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
姿
へ
の

復
古
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
近
代
日
本
、
雅
楽
、
俗
楽
二
十
八
調
、
調
弦
、
田
安
宗
武
、
復
古

一
　
は
じ
め
に

　

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
二
男
の
田
安
宗
武
（
一
七
一
五
〜
七
一
）
は
、
国
学
者
・
歌
人
と

し
て
名
高
い
の
み
な
ら
ず
、
雅
楽
に
通
じ
、
雅
楽
に
関
す
る
膨
大
な
研
究
を
残
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
。
田
安
宗
武
の
七
男
の
松
平
定
信
（
一
七
五
八
〜
一
八
二
九
）
が
著
し
た
『
俗

楽
問
答
』
に
「
田
安
中
納
言
の
君
、
い
と
け
な
き
御
時
よ
り
楽
を
こ
の
み
給
ひ
て
、
初
め
は

今
や
う
の
舞
楽
と
り
行
ひ
給
ひ
け
る
に
、
や
や
そ
の
誤
を
さ
と
り
給
ひ
て
け
る
。
し
か
る
に

徳
廟
に
も
そ
の
御
志
を
と
け
し
め
給
わ
ん
と
の
御
事
に
や
、
古
き
楽
の
書
籍
家
々
の
秘
録
こ

の
楽
に
用
あ
る
は
み
な　

田
安
府
へ
下
し
給
は
れ
け
る
に
も
、
つ
ゐ
に
復
古
の
御
考
あ
り
て

け
る
。
そ
れ
よ
り
し
て
三
十
年
斗
も
つ
ゐ
に
楽
の
事
は
す
て
給
は
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

田
安
宗
武
は
幼
い
頃
か
ら
楽
を
好
み
、
は
じ
め
は
当
時
伝
来
し
て
い
た
舞
楽
を
行
な
っ
て
い

た
が
、
当
時
の
伝
承
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
吉
宗
の
意
向
を
汲
み
つ
つ
、
古
楽
書
に

も
と
づ
く
復
古
を
志
し
て
三
十
年
も
の
あ
い
だ
楽
の
研
究
を
続
け
た
と
い
う
。
で
は
、
田
安

宗
武
は
具
体
的
に
当
時
の
雅
楽
の
ど
の
よ
う
な
点
を
誤
り
と
考
え
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

１

＊　

東
京
学
芸
大
学
音
楽
・
演
劇
講
座
音
楽
分
野
（
一
八
四

－

八
五
〇
一　

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
四

－

一

－

一
）
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な
形
の
復
古
を
志
し
た
の
か
。

　

田
安
宗
武
の
雅
楽
研
究
に
つ
い
て
は
夙
に
土
岐
善
麿
『
田
安
宗
武
』
第
四
冊
「
有
職
故
実
」

「
二
、
楽
曲
研
究
」（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
二
ー
四
六
年
）
の
中
で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
七
）
に
田
安
徳
川
家
伝
来
の
楽
書
の
資
料
調
査
が
行
わ
れ
た
際
に

は
詳
細
な
目
録
と
解
題
が
作
成
さ
れ
、
宗
武
の
雅
楽
研
究
、
と
り
わ
け
『
楽
曲
考
附
録
』
が

独
特
の
内
容
を
も
ち
、
高
い
意
義
を
有
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
『
楽
曲
考
附
録
』

は
膨
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
に
立
ち
入
っ
た
研
究
は
未
だ
僅
か
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
楽
曲
考
附
録
』
所
収
の
笙
譜
（
巻
十
九
〜
巻
二
十
四
）
と
箏
譜
（
巻

三
十
〜
巻
三
十
二
）
か
ら
田
安
宗
武
の
思
考
を
辿
り
、
宗
武
が
当
時
の
雅
楽
の
ど
の
よ
う
な

点
を
誤
り
と
考
え
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
復
古
を
志
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
た

い
。
笙
譜
と
箏
譜
を
取
り
上
げ
る
の
は
、楽
譜
に
先
立
っ
て
楽
理
の
考
察
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
田
安
宗
武
の
雅
楽
の
楽
理
に
関
す
る
考
え
方
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　
『
楽
曲
考
附
録
』は
四
十
五
巻
か
ら
な
る
大
部
な
も
の
で
、序
文（
凡
例
）に
よ
る
と
治
察（
宗

武
の
五
男
）
の
命
を
受
け
て
侍
臣
の
金
田
千
秋
、
長
野
清
良
、
小
田
隼
男
、
永
田
磐
村
が
宗

武
の
草
稿
を
集
成
し
て
浄
書
し
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
四
月
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。

　

そ
の
内
容
は
、
凡
例
と
惣
目
録
（
首
巻
）、
舞
譜
（
巻
一
〜
巻
十
八
）、
笙
譜
（
巻
十
九
〜

巻
二
十
四
）、　

觱
篥
譜
（
巻
二
十
五
）、
笛
譜
（
巻
二
十
六
）、
羯
鼓
譜
（
巻
二
十
七
）、
太

鼓
譜
（
巻
二
十
八
）、
雞
婁
鼓
振
鼓
譜
・
一
二
鼓
譜
・
鉦
鼓
譜
（
巻
二
十
九
）、
箏
譜
（
巻
三

十
〜
巻
三
十
二
）、
琵
琶
譜
（
巻
三
十
三
）、
餘
論
（
巻
三
十
四
〜
四
十
一
）、
右
方
舞
譜
（
巻

四
十
二
、
巻
四
十
三
）、
新
楽
譜
（
巻
四
十
四
、
巻
四
十
五
）
か
ら
な
る
。

　
『
楽
曲
考
附
録
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
田
藩
文
庫
（
田
安
徳
川
家
旧
蔵
）
本
が
伝
わ

る
が
、
そ
の
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
、
彰
考
館
、
東
京
大
学
文

学
部
図
書
室
等
に
も
写
本
が
伝
わ
る
。
本
稿
は
主
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
の
田
藩
文
庫

本
（
配
架
番
号
、
五
九
〇
）
に
拠
る
が
、
田
藩
文
庫
本
は
巻
三
十
一
（
箏
譜
二
）
を
欠
く
た

め
、
巻
三
十
一
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
一
六
一
・
六
三
）
に
拠
っ
た
。
な
お
本
稿
に
お
け
る

引
用
文
で
は
旧
字
、
異
体
字
は
適
宜
改
め
、
漢
文
に
は
返
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
必

要
に
応
じ
て
原
文
を
注
に
記
し
た
。

２

３

４

二
　『
楽
曲
考
附
録
』
の
笙
譜

　
『
楽
曲
考
附
録
』
の
笙
譜
は
巻
十
九
（
笙
譜
一
）
か
ら
巻
二
十
四
（
笙
譜
六
）
に
収
め
ら
れ
、

楽
譜
に
先
立
っ
て
巻
十
九
（
笙
譜
一
）
に
は
次
の
よ
う
な
楽
理
に
関
す
る
考
察
が
記
さ
れ
て

い
る
。

①
十
七
管
笙
及
義
管
笙
考

②
十
七
管
笙
及
義
二
管
合
竹
法

③
唐
二
十
八
調
体
法

④
義
管
笙
調
法

以
下
、
順
に
見
て
い
く
。

①
十
七
管
笙
及
義
管
笙
考

　

巻
十
九
（
笙
譜
一
）
は
「
此
朝
の
十
七
管
笙
は
唐
の
代
に
伝
へ
し
も
の
な
り
」
と
い
う
一

文
に
は
じ
ま
り
、「
其
律
千
は
清
姑
洗
、
十
は
正
仲
呂
（
以
下
略
）」
と
、
先
ず
日
本
に
伝
来

し
て
い
る
十
七
管
笙
の
音
律
が
記
述
さ
れ
る
。
日
本
の
笙
の
竹
管
は
十
七
本
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
二
管
（
也
、
毛
）
は
早
く
に
簧
（
リ
ー
ド
）
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に

音
律
を
有
す
る
の
は
十
五
管
と
な
る
。
十
五
管
の
音
律
を
記
し
た
上
で
宗
武
は
『
體
源
抄
』

（

上
声
次
第
）
に
低
音
か
ら
高
音
に
至
る
竹
管
が
音
高
順
に
「
乞
一
工
凢
亡
乙
ト
下
十
美

行
斗
七
比
言
上
八
千
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
也
・
毛
（
亡
）
お
よ
び
日

本
の
十
七
管
笙
に
は
見
ら
れ
な
い
ト
・
計
（
斗
）
の
音
律
を
推
定
し
て
追
記
す
る
。
そ
し
て
、

ト
・
計
に
つ
い
て
は
、
陳
暘
の
『
楽
書
』「
義
管
十
七
管
笙
」
の
条
に
「
聖
朝
大
楽
所
伝
笙

並
十
七
簧
、
旧
外
設
二
二
管
一
、
不
二
置
定
一
、
謂
二
之
義
管
一
、
毎
二
変
レ
均
易
一
レ
調
、
則
更
用

レ
之
、
世
俗
之
楽
、
非
二
先
王
制
一
也
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
義
管
（
替
え
管
）
で
あ

る
と
論
じ
る
。

　

こ
れ
ら
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
頁
の
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
田
安
宗
武
は
音
律
を

中
国
式
の
十
二
律
で
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
参
考
の
た
め
に
日
本
の
十
二
律
お
よ
び

そ
れ
に
対
応
す
る
音
名
（
洋
名
）
を
付
記
し
た
。

　

也
、
毛
を
失
い
、
計
、
ト
を
使
用
し
な
い
日
本
の
十
七
管
笙
は
、
十
二
律
中
の
大
呂
（
断

５
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金
・
D#
／
E♭
）、
夾
鐘
（
勝
絶
Ｆ
）、
夷
則
（
鸞
鏡
・
A#
／
B♭
）
の
音
律
を
欠
く
が
、
表
１
の

よ
う
に
也
、毛
、計
、ト
の
四
管
を
加
え
る
と
十
二
律
を
完
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、也
、

毛
、
計
、
ト
以
外
の
竹
管
の
音
律
に
つ
い
て
は
現
在
の
笙
の
音
律
と
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
十
七
管
笙
の
本
来
の
音
律
を
推
定
し
た
宗
武
は
、
次
に
唐
の
俗
楽
二
十
八
調

と
の
関
係
に
目
を
向
け
、唐
の
段
安
節
撰
『
楽
府
雑
録
』
と
南
宋
の
陳
元
靚
撰
『
事
林
広
記
』

の
記
載
を
勘
案
し
て
、
俗
楽
二
十
八
調
の
音
組
織
を
均
（
音
程
系
列
）
と
調
お
よ
び
そ
の
俗

名
で
記
述
し
て
い
く
。
原
文
に
は
「
黄
鐘
の
宮
調
を
俗
に
正
宮
調
と
い
ひ
、
大
呂
の
宮
調
を

俗
に
高
宮
調
と
い
ひ
（
以
下
略
）」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
表
に
ま
と
め
る

と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
も
参
考
ま
で
に
対
応
す
る
音
名
を
付
記
し
た
。

６

７

※
現
在
は
『
唐
会
要
』
所
収
の
「
天
宝
十
三
載
七
月
十
日
太
楽
署
供
奉
曲
名
及
改
諸
楽
名
」

等
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、
日
本
の
雅
楽
の
各
調
に
対
応
す
る
均
は
表
２
と
は
異
な

り
、
太
食
調
（
大
石
調
）
は
太
簇
均
商
調
、
盤
渉
調
（
般
渉
調
）
は
太
簇
均
羽
調
、
平

調
（
正
平
調
）
は
林
鐘
均
羽
調
、
壹
越
調
（
越
調
）
は
黄
鐘
均
商
調
、
黄
鐘
調
は
黄
鐘

 均＼調 宮調 商調 角調 羽調
黄鐘 正宮調	 大石調	 大石角調	 般渉調
DEF#G#ABC# DEF#G#ABC#	 EF#G#ABC#D	 F#G#ABC#DE	 BC#DEF#G#A
大呂 高宮調 高大石調 高大石角調 高般渉調
E♭FGAB♭CD E♭FGAB♭CD FGAB♭CDE♭ GAB♭CDE♭F CDE♭FGAB♭
夾鐘 中呂宮調 双調 双角調 仲呂調
FGABCDE FGABCDE GABCDEF ABCDEFG DEFGABC
仲呂 道宮調	 小石調 小石角調 正平調
GABC#DEF# GABC#DEF#	 ABC#DEF#G BC#DEF#GA EF#GABC#D
林鐘 南呂宮調 歇指調 歇指角調 高平調
ABC#D#EF#G# ABC#D#EF#G# BC#D#EF#G#A C#D#EF#G#AB F#G#ABC#D#E
夷則 仙呂宮調 林鐘商調 林鐘角調 仙呂調
B♭CDEFGA B♭CDEFGA CDEFGAB♭ DEFGAB♭C GAB♭CDEF
無射 黄鐘宮調 越調	 越角調	 黄鐘調
CDEF #GAB CDEF#GAB DEF#GABC	 EF#GABCD	 ABCDEF#G

表２

 
所伝の笙の音律

	
宗武の推定

	 日本の	 対応する
	 	 	 十二律	 音名
乞 濁林鐘  黄鐘 A4
一 濁南呂  盤渉 B4
工 濁応鐘  上無 C#5/D♭5
凢 正黄鐘  壹越 D5
毛 今は声なし 正大呂 断金 D#5/E♭5
乙 正太簇  平調 E5
ト  正夾鐘／工の替管 勝絶 F5
下 正姑洗  下無 F#5/G♭5
十 正仲呂  双調 G5
美 正蕤賓  鳧鐘 G#5/A♭5
行 正林鐘  黄鐘 A5
計  正夷則／言の替管 鸞鏡 A#5/B♭5
七 正南呂  盤渉 B5
比 正無射  神仙 C6
言 正応鐘  上無 C#6/D♭6
上 清黄鐘  壹越 D6
八 清太簇  平調 E6
千 清姑洗  下無 F#6/G♭6
也 今は声なし 清仲呂 双調 G6

表１
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均
羽
調
と
解
し
て
い
る
。
双
調
は
表
２
と
一
致
す
る
が
、
田
安
宗
武
は
日
本
で
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
双
調
は
仲
呂
均
宮
調
（
道
宮
調
）
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
後
述
）。

※
太
字
は
田
安
宗
武
が
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
た
調
で
あ
る
（
後
述
）。

　
『
楽
府
雑
録
』
と
『
事
林
広
記
』
の
間
に
は
実
際
に
は
相
違
が
あ
り
、『
事
林
広
記
』
で
は

大
石
角
を
黄
鐘
閏
、
高
大
石
角
を
大
呂
閏
と
す
る
な
ど
、
角
を
調
名
の
末
に
付
す
る
調
は
閏

調
（
変
宮
調
）
に
位
置
付
け
て
い
る
が
、『
楽
府
雑
録
』
で
は
「
上
声
角
七
調
」
の
標
題
の

も
と
に
「
第
一
運
越
角
調
、
第
二
運
大
石
角
調
、
第
三
運
高
大
石
角
調
、
第
四
運
雙
角
調
、

第
五
運
小
石
角
調
亦
名
正
角
調
、
第
六
運
歇
指
角
調
、
第
七
運
林
鐘
角
調
」
と
調
名
を
掲
げ

る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
田
安
宗
武
は
お
そ
ら
く
『
楽
府
雑
録
』
に
し
た
が
っ
て
角
調
を
閏

調
で
は
な
く
角
を
主
音
と
す
る
調
に
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

表
２
の
よ
う
に
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
を
解
し
た
宗
武
は
、
十
七
管
笙
に
義
管
（
替
え
管
）

が
不
可
欠
と
な
る
理
由
を
、「
十
七
管
笙
に
大
呂
・
夾
鐘
・
夷
則
の
三
均
を
闕
と
き
は
正
宮 

調
・
道
宮
調
・
南
呂
宮
調
・
黄
鐘
宮
調
・
大
石
調
・
小
石
調
・
歇
指
調
・
越
調
・
大
食
角
調
・

小
石
角
調
・
歇
指
角
調
・
越
角
調
・
盤
渉
調
・
正
平
調
・
高
平
調
・
黄
鐘
調
の
外
は
な
す
事

あ
た
は
ず
。」
と
、
大
呂
（
D#
／
E♭
）・
夾
鐘
（
Ｆ
）・
夷
則
（
A#
／
B♭
）
の
三
均
を
欠
く
と
、

対
応
で
き
る
調
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
と
説
き
、
義
管
は
（
俗
楽
二
十
八
調
が
整
え
ら
れ

た
）
唐
朝
の
制
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
項
の
末
に
は
ト
と
計
が
ど
の
管
の
替
え
管
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
、
ト
は
工
の
替
え
管
、
計
は
言
の
替
え
管
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

な
お
、
巻
十
九
で
は
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
組
織
を
記
述
し
て
い
る
の
み
で
、
日
本
の
唐

楽
の
調
と
の
関
係
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
宗
武
は
巻
三
十
九
（
余
論
六
）
の
「
唐
俗
楽

調
の
辨
」
に
お
い
て
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
唐
楽
の
調
と
の
関
係
を
考
証
し
て
い
る
。
表
２

で
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
宗
武
が
日
本
に
伝
来
し
て
い
る
と
考
え
た
調
を
太
字
で
示
し
た
。

な
お
「
唐
俗
楽
調
の
辨
」
に
は
各
調
に
所
属
す
る
楽
曲
が
例
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は

次
の
曲
目
で
あ
る
。

８

９

黄
鐘
の
均

正
宮
調
…
蘇
合
香
、
安
楽
曲

大
石
調
…
秦
王
破
陣
楽
、
打
毬
楽

大
石
角
調
…
剣
気
褌
脱

般
渉
調
…
採
桑
老
、
宗
明
楽

仲
呂
の
均

道
宮
調
…
双
調
の
武
徳
楽
、
双
調
の
鳥
急

小
石
調
…
泛
龍
舟
、
感
城
楽

正
平
調
…
三
台
塩
、
甘
州

無
射
の
均

越
調
…
蘭
陵
王
、
春
鶯
囀

越
角
調
…
赤
白
桃
李
華

黄
鐘
調
…
喜
春
楽
、
散
吟
打
毬
楽

　

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
成
立
の
安
倍
季
尚
著
『
楽
家
録
』
で
は
「
事
林
広
記
所
載
太
食

調
・
双
調
・
越
調
、
則
商
調
中
之
三
調
也
（
中
略
）、
盤
渉
・
平
調
・
黄
鐘
、
則
羽
調
中
之

三
調
也
」
と
太
食
調
、
双
調
、
越
調
の
呂
の
三
調
が
商
調
、
盤
渉
調
、
平
調
、
黄
鐘
調
の
律

の
三
調
が
羽
調
に
対
応
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
宗
武
は
楽
曲
単
位
で

検
討
し
た
上
で
日
本
の
雅
楽
曲
に
は
六
調
子
に
収
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
点
は
、
雅
楽
の
楽
理
研
究
の
上
で
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
。

②
十
七
管
笙
及
義
二
管
合
竹
法

　

上
記
の
よ
う
に
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
音
組
織
を
均
と
調
で
解
し
た
宗
武
は
、
次
に
義
管

も
含
め
た
笙
の
合
竹
（
和
音
）
法
を
記
述
す
る
。
そ
の
際
に
各
々
の
合
竹
の
構
成
音
を
分
解

し
て
所
属
す
る
均
（
音
程
系
列
）
を
特
定
し
、
各
合
竹
の
基
音
（
最
低
音
）
を
当
該
均
の
七

声
に
当
て
嵌
め
る
と
い
う
独
自
の
方
法
を
と
る
。
一
例
を
掲
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

10

11

12
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黄
鐘
宮
声

　
　
　
　
　
　

宮　

徴　

商　
　

羽　

角　

変
宮　

変
徴

　

凢
合
竹　
　

凢　

行　

乙
八　

七　

千　

言　
　

美

凢
の
合
竹
は
、凢
（
D5
）
行
（
A5
）
乙
（
E5
）
八
（
E6
）
七
（
B5
）
千
（
F#6
）
の
六
音
か
ら
な
り
、

こ
れ
ら
は
黄
鐘
均
（
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
）
の
宮
、
徴
、
商
、
羽
、
角
に
当
た
る
こ
と
、
黄
鐘

均
の
変
宮
、
変
徴
に
当
た
る
言
、
美
は
凢
の
合
竹
で
は
用
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、

冒
頭
の
「
黄
鐘
宮
声
」
は
凢
の
合
竹
が
黄
鐘
均
に
属
す
る
も
の
で
、
基
音
が
黄
鐘
均
七
声
の

中
の
宮
声
に
当
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

宗
武
は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
義
管
も
含
む
十
三
の
合
竹
法
を
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
表
に
ま
と
め
る
と
表
３
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る

た
め
、
一
部
に
筆
者
に
よ
る
修
正
案
を
付
記
し
た
。
ま
た
参
考
の
た
め
に
竹
管
の
音
高
に
対

応
す
る
音
名
（
洋
名
）
も
付
記
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
合
竹
法
の
解
釈
は
管
見
で
は
他
に
類
例
が
な
く
、
夙
に
林
謙
三
が
「『
楽
曲

考
附
録
』
は
さ
ら
に
深
く
考
究
し
て
、
合
竹
は
一
均
の
七
声
に
当
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
も

は
や
合
竹
の
根
本
原
理
を
い
い
当
て
た
観
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
卓
見

と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。

③
唐
二
十
八
調
体
法

　

笙
の
合
竹
法
を
上
記
の
よ
う
に
解
し
、
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
全
て
に
対
応
す
べ
く
毛
、

ト
、
計
の
合
竹
法
を
新
た
に
考
案
し
た
宗
武
は
、
次
に
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
姿
を
、

当
時
の
日
本
の
雅
楽
の
伝
承
曲
の
中
か
ら
「
安
楽
曲
（
安
楽
塩
）」（
宮
調
）、「
弄
槍
」（
商 

調
）、「
赤
白
桃
李
花
」（
角
調
）、「
五
常
楽
急
」（
羽
調
）
の
四
曲
の
笙
譜
を
移
調
し
て
（
渡

し
て
）
提
示
す
る
。

　

こ
こ
で
は
楽
譜
は
省
略
す
る
が
、
各
楽
譜
に
現
れ
る
合
竹
の
み
を
取
り
出
し
て
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
太
字
は
移
調
の
元
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
調
で
あ
る
。

13

14

15

※（　）は原文では丸囲になっている竹管を示す。

表３

 宮 徴 商 羽 角 変宮 変徴 均外助音 均外助音  注記
凢合竹 凢 行 乙八 七 千 (言) (美)   黄鐘宮声 
 D5 A5 E5E6 B5 F#6 C#6 G#5    
乙合竹 上 行 乙八 七 千 (言) (美)   黄鐘商声 
 D6 A5 E5E6 B5 F#6 C#6 G#5    
下合竹 上 行 (八) 七 下 千 (言) 美  黄鐘角声 
 D6 A5 E6 B5 F#5 F#6 C#6 G#5   
下合竹（修正案） 上 行 (八) 七 下千 (言) 美   黄鐘角声 
 D6 A5 E6 B5 F#5F#6 C#6 G#5    
美合竹 上 行 (八) 七 千 (言) 美   黄鐘変徴声 中世已来比を加ふ、然るときは均外の
 D6 A5 E6 B5 F#6 C#6 G#5    声主となる故に、律和せず、誤りなる
           事明らけし
     
乞合竹 乞行 乙八 七 千 (言) (美) (毛)   林鐘宮声 
 A4 E5 B5 F#6 C#6 G#5 D#5    
行合竹 上 行 八 七 千 (言) (美)   林鐘徴声 
 D6 A5 E6 B5 F#6 C#6 G#5   黄鐘徴声（修正案） 
一合竹 凢 行 乙 一七 千 (言) (美)   林鐘羽声 
 D6 A5 E5 B4B5 F#6 C#6 G#5   黄鐘羽声（修正案） 
工合竹 凢 行 乙 七 (下) 工 美   黄鐘変宮声 
 D5 A5 E5 B5 F#5 C#5 G#5    
十合竹 十 上 行 八 七 下 (毛)   仲呂宮声 
 G5 D6 A5 E6 B5 F#5 D#5    
比合竹 比 (也) 上 行 八 七 千   無射宮声 
 C6 G6 D6 A5 E6 B5 F#6    
毛合竹 行 乙 七 千 (言) 美 毛   林鐘変徴声 毛の管には右の中指の二節を用うへし
 A5 E5 B5 F#6 C#6 G#5 D#5    
ト合竹 ト 比 (也) 上 行 (八) 七 千  夾鐘宮声 
 F5 C6 G6 D6 A5 E6 B5 F#6   
計合竹 計 (ト) 比 (也) 上 行 (八) 七 千 夷則宮声 
 A#5 F5 C6 G6 D6 A5 E6 B5 F#6  
           毛以下三管の合竹、今伝へず、伝ふる
           処の合竹の法によて是を製す



－ 374 －

遠藤：田安宗武の雅楽研究序説

凡
例

曲
名

調
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
音
階
構
成
音
の
音
名
）

笙
譜
に
現
れ
る
合
竹

安
楽
曲
（
宮
調
）

雅
名
黄
鐘
之
宮
調　

正
宮
調　
（
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
）

凢
乙
下
美
乞
一
工

雅
名
大
呂
之
宮
調　

高
宮
調　
（
E♭
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
Ｄ
）

毛
ト
十
乞
計
比
凢

雅
名
夾
鐘
之
宮
調　

仲
呂
宮
調
（
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）

ト
十
乞
一
比
凢
乙

雅
名
仲
呂
之
宮
調　

道
宮
調　
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
）

十
乞
一
工
凢
乙
下

雅
名
林
鐘
之
宮
調　

南
呂
宮
調
（
Ａ
Ｂ
C#　
D#
Ｅ
F#　
G#
）

乞
一
工
毛
乙
下
美

雅
名
夷
則
之
宮
調　

仙
呂
宮
調
（
B♭
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ａ
）

計
比
凢
乙
ト
十
乞

雅
名
無
射
之
宮
調　

黄
鐘
宮
調
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
）

比
凢
乙
下
十
乞
一

弄
槍
（
商
調
）

雅
名
黄
鐘
之
商
調　

大
石
調　

又
大
食
調
ト
モ
（
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
）

乙
下
美
乞
一
工
凢

雅
名
大
呂
之
商
調　

高
大
石
調
（
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
Ｄ
E♭
）

ト
十
乞
計
比
凢
毛

雅
名
夾
鐘
之
商
調　

双
調　
　
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）

十
乞
一
比
凢
乙
ト

雅
名
仲
呂
之
商
調　

小
石
調　
（
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
）

乞
一
工
凢
乙
下
十

雅
名
林
鐘
之
商
調　

歇
指
調　
（
Ｂ
C#　
D#
Ｅ
F#　
G#
Ａ
）

一
工
毛
乙
下
美
乞

雅
名
夷
則
之
商
調　

林
鐘
商
調
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
）

比
凢
乙
ト
十
乞
計

雅
名
無
射
之
商
調　

越
調　
　
（
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

凢
乙
下
十
乞
一
比

赤
白
桃
李
花
（
角
調
）

雅
名
黄
鐘
之
角
調　

大
石
角
調　

又
大
食
角
調
ト
モ
（
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
）

下
美
乞
一
工
凢
乙

雅
名
大
呂
之
角
調　

高
大
石
角
調　

又
高
大
食
角
調
ト
モ
（
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
Ｄ
E♭
Ｆ
）

十
乞
計
比
凢
毛
ト

雅
名
夾
鐘
之
角
調　

双
角
調
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
）

乞
一
比
凢
乙
ト
十

雅
名
仲
呂
之
角
調　

小
石
角
調　

又
小
食
角
調
ト
モ
（
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
）

一
工
凢
乙
下
十
乞

雅
名
林
鐘
之
角
調　

歇
指
角
調
（
C#　
D#
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
）

工
毛
乙
下
美
乞
一

雅
名
夷
則
之
角
調　

林
鐘
角
調
（
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
）

凢
乙
ト
十
乞
計
比

雅
名
無
射
之
角
調　

越
角
調　
（
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）

乙
下
十
乞
一
比
凢

五
常
楽
急
（
羽
調
）

雅
名
黄
鐘
之
羽
調　

盤
渉
調　
（
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
）

一
工
凢
乙
下
美
乞

雅
名
大
呂
之
羽
調　

高
盤
渉
調
（
Ｃ
Ｄ
E♭
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
）

比
凢
毛
ト
十
乞
計

雅
名
夾
鐘
之
羽
調　

仲
呂
調　
（
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

凢
乙
ト
十
乞
一
比

雅
名
仲
呂
之
羽
調　

正
平
調　
（
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
）
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乙
下
十
乞
一
工
凢

雅
名
林
鐘
之
羽
調　

高
平
調　
（
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#　
D#
Ｅ
）

下
美
乞
一
工
毛
乙

雅
名
夷
則
之
羽
調　

仙
呂
調　
（
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）

十
乞
計
比
凢
乙
ト

雅
名
無
射
之
羽
調　

黄
鐘
調　
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
）

乞
一
比
凢
乙
下
十

　

使
用
さ
れ
て
い
る
合
竹
を
比
較
し
て
み
る
と
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
に
、
原
曲
（
太
字
）
の

楽
譜
を
単
純
に
平
行
移
動
し
た
だ
け
な
の
で
あ
る
が
、
宗
武
が
末
尾
に
「
廿
八
調
の
体
、
是

を
も
て
知
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
丁
寧
に
全
二
十
八
調
の
楽
譜
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
楽
譜
を
通
し
て
田
安
宗
武
が
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
正
し
い
姿
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
か
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

④
義
管
笙
調
法

　

巻
十
九
の
末
に
は
ト
・
計
の
義
管
を
含
め
た
笙
の
各
竹
管
の
調
律
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
田
安
宗
武
は
、
凢
＝
黄
鐘
（
D5
）
を
基
準
音
に
、
正
律
（
中
心
に
な
る
オ
ク

タ
ー
ブ
）、
清
律
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
）、
濁
律
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
下
）
を
以
下
の
よ
う
に
調

律
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

正
律

凢
〈
正
黄
鐘
・
D5
〉
↓
行
〈
正
林
鐘
・
A5
〉
↓
乙
〈
正
太
簇
・
E5
〉
↓
七
〈
正
南
呂
・
B5
〉

↓
下
〈
正
姑
洗
・
F#5
〉
↓
言
〈
正
応
鐘
・
C#6
〉
↓
美
〈
正
蕤
賓
・
G#5
〉
↓
毛
〈
正
大
呂
・

D#5
〉
↓
計
〈
正
夷
則
・
A#5
〉
↓
ト
〈
正
夾
鐘
・
F5
〉
↓
比
〈
正
無
射
・
C6
〉
↓
十
〈
正
仲
呂
・

G5
〉

清
律

凢
〈
正
黄
鐘
・
D5
〉
↓
上
〈
清
黄
鐘
・
D6
〉

乙
〈
正
太
簇
・
E5
〉
↓
八
〈
清
太
簇
・
E6
〉

下
〈
正
姑
洗
・
F#5
〉
↓
千
〈
清
姑
洗
・
F#6
〉

十
〈
正
仲
呂
・
G5
〉
↓
也
〈
清
仲
呂
・
G6
〉

濁
律

言
〈
正
応
鐘
・
C#6
〉
↓
工
〈
濁
応
鐘
・
C#5
〉

七
〈
正
南
呂
・
B5
〉
↓
一
〈
濁
南
呂
・
B4
〉

行
〈
正
林
鐘
・
A5
〉
↓
乞
〈
濁
林
鐘
・
A4
〉

清
律
、
濁
律
は
オ
ク
タ
ー
ブ
の
調
律
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
外
の
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

正
律
は
毛
、
計
、
ト
を
加
え
て
い
る
た
め
、
比
と
十
の
音
律
は
所
伝
の
も
の
と
は
異
な
る
こ

と
に
な
る
。

巻
二
十
〜
巻
二
十
三
の
笙
譜

　

巻
二
十（
笙
譜
二
）か
ら
巻
二
十
三（
笙
譜
六
）に
か
け
て
は
笙
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

上
述
の
巻
十
九
（
笙
譜
一
）
で
提
示
さ
れ
た
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
正
宮
調
、
大
食
調
、
大

食
角
調
、
盤
渉
調
（
以
上
、
黄
鐘
均
）、
双
調
、
小
石
調
、
正
平
調
（
以
上
、
仲
呂
均
）、
越

調
、
越
角
調
、
黄
鐘
調
（
以
上
、
無
射
調
）
の
三
均
十
調
に
再
編
し
て
楽
譜
が
記
さ
れ
て
い

る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
楽
曲
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
第
二
十　

笙
譜
二

正
宮
調

調
子　

同
半
止
様　

同
端　

同
端

蘇
合
香　

賀
殿　

迦
陵
嚬　

胡
飲
酒　

安
楽
曲　

渋
河
鳥　

武
徳
楽　

壹
徳
塩

大
食
調

調
子　

同
端　

同
端

秦
王
破
陣
楽　

散
手　

傾
坏
楽　

賀
皇
恩　

打
毬
楽　

還
城
楽　

抜
頭　

放
鷹
楽　

天
人
楽　

輪
鼓
褌
脱　

朝
胡
子　

蘇
芳
菲　

庶
人
三
台　

長
慶
子　

合
歓
塩

大
食
角
調

剣
気
褌
脱 16
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盤
渉
調

調
子　

同
端

万
秋
楽　

輪
台　

青
海
波　

秋
風
楽　

採
桑
老　

鳥
向
楽　

宗
明
楽　

蘇
莫
者　

白
柱　

遊
児
女　

千
秋
楽

巻
第
二
十
一　

笙
譜
三

双
調

調
子　

同
端　

同
端

春
庭
花　

柳
花
園

小
石
調

調
子　

同
端　

感
城
楽　

泛
龍
舟　

安
城
楽　

聖
明
楽

平
調

調
子　

同
端

五
常
楽　

三
台
塩　

万
歳
楽　

裹
頭
楽　

甘
州　

陪
臚　

越
殿
楽　

皇
麞　

永
隆
楽　

廻
忽

相
府
蓮　

扶
南　

勇
勝　

春
楊
柳　

夜
半
楽　

雞
徳　

古
娘
子　

老
君
子　

王
昭
君　

感
恩
多　

太
平
楽　

慶
雲
楽

巻
第
二
十
二　

笙
譜
四

越
調

調
子　

同
端　

同
端

皇
帝
破
陣
楽　

団
乱
旋　

春
鶯
囀　

蘭
陵
王　

承
和
楽　

北
庭
楽　

玉
樹
後
庭
花　

弄
槍　

十
天
楽　

壹
弄
楽　

溢
金
楽　

詔
応
楽　

嘉
祥
楽　

歌
曲
子　

凉
州　

河
水
楽　

菩
薩
破

新
羅
陵
王
急　

壹
団
橋　

酒
清
司

巻
第
二
十
三　

笙
譜
五

越
角
調

調
子　

同
端

赤
白
桃
李
花

黄
鐘
調

調
子　

同
端　

同
端

喜
春
楽　

央
宮
楽　

河
南
浦　

散
吟
打
毬
楽　

拾
翠
楽
急　

西
王
楽　

菩
薩
序

不
調
部

廻
坏
楽　

竹
林
楽　

仙
遊
霞　

海
青
楽　

清
上
楽　

赤
白
蓮
華
楽　

重
光
楽　

平
蛮
楽　

応
天
楽　

酒
胡
子

（
そ
の
他
、
只
拍
子
の
説
も
収
載
し
て
い
る
。）

　

各
楽
曲
譜
の
分
析
は
こ
こ
で
は
行
わ
な
い
が
、各
調
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
調
子
」

は
独
特
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
宗
武
の
調
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
現
れ
て
い
る
の
で
、

以
下
に
「
調
子
」
に
つ
い
て
の
み
少
し
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

『
楽
曲
考
附
録
』
の
調
子
譜

　
「
調
子
」
は
調
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
曲
で
、
笙
の
「
調
子
」
は
壹
越
調
、
平
調
、
双
調
、

黄
鐘
調
、
盤
渉
調
、
太
食
調
の
六
調
子
に
存
す
る
。
六
調
子
の
笙
の
「
調
子
」
は
い
ず
れ
も

十
句
以
上
か
ら
な
る
長
大
な
も
の
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
音
律
を
精
査
す
る
と
「
壹
越
調
調

子
」
に
は
沙
陀
調
、「
黄
鐘
調
調
子
」
に
は
水
調
な
ど
、
枝
調
子
に
転
調
し
た
句
を
含
む
形

で
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
田
安
宗
武
は
こ
の
点
を
問
題
視
し
た
ら
し
く
、
各

調
の
「
調
子
」
を
他
調
が
混
淆
し
て
い
な
い
純
粋
な
姿
に
戻
す
べ
く
、
各
調
の
音
階
構
成
音

に
合
致
す
る
部
分
の
み
を
抄
出
し
、
三
句
か
ら
五
句
程
度
の
短
い
も
の
に
再
編
し
て
い
る
。

　

以
下
順
に
見
て
い
く
。

正
宮
調
調
子

　

正
宮
調
と
い
う
調
は
日
本
の
雅
楽
の
伝
承
に
は
な
い
が
、
田
安
宗
武
は
上
述
の
と
お
り
正

宮
調
を
黄
鐘
均
宮
調
（
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#　

現
在
の
解
釈
で
は
太
簇
均
宮
調
）
と
考
え
た
た

め
、
そ
の
音
階
構
成
音
は
沙
陀
調
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
宗
武
の
調
子
譜
で

は
以
下
の
よ
う
に
「
壹
越
調
調
子
」
の
中
の
沙
陀
調
に
転
調
し
て
い
る
句
（
こ
こ
で
は
第
十

17
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三
句
、
実
際
に
は
そ
の
ほ
か
に
も
あ
る
）
を
採
用
し
、
さ
ら
に
同
均
（
す
な
わ
ち
音
階
構
成

音
が
一
致
す
る
）
の
大
食
調
を
一
部
編
入
し
て
「
正
宮
調
調
子
」
と
し
て
い
る
。

正
宮
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　

壹
越
調
一
句　
（
こ
の
句
は
Ｄ
Ａ
Ｅ
の
三
音
し
か
現
れ
な
い
）

第
二
句　
　
　
　

大
食
調
二
句
・
三
句

第
三
句　
　
　
　

壹
越
調
十
三
句
（
壹
越
調
十
三
句
を
三
句
に
分
割
、
抜
粋
）

第
四
句　
　
　
　

壹
越
調
十
三
句

第
五
句　
　
　
　

壹
越
調
十
三
句
（
句
末
は
変
更
）

　

な
お
、
各
調
の
「
調
子
」
に
は
「
調
子
の
姿
」
と
呼
ば
れ
る
観
念
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
古

楽
譜
な
ど
に
お
い
て
比
喩
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
き
た
。
宗
武
は
そ
れ
に
倣
っ
て
各
々
の
調

子
の
姿
を
独
自
に
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
が
、「
正
宮
調
調
子
」
の
姿
は
「
此
調
子
寛
（
ゆ

る
や
か
）
ニ
吹
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
武
は
正
宮
調
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
と
捉
え

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

大
食
調
調
子

　

大
食
調
（
太
食
調
）
に
つ
い
て
は
当
時
の
伝
承
に
疑
点
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、所
伝
の
「
太

食
調
調
子
」
の
五
句
ま
で
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。

大
食
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　

太
食
調
一
句

第
二
句　
　
　
　

太
食
調
二
句

第
三
句　
　
　
　

太
食
調
三
句

第
四
句　
　
　
　

太
食
調
四
句

第
五
句　
　
　
　

太
食
調
五
句

　

調
子
の
姿
は
「
此
調
子
根
強
ク
吹
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
體
源
抄
』
に

記
さ
れ
た
京
都
方
の
笙
の
楽
家
の
豊
原
家
に
伝
わ
る
調
子
の
姿
は
「
板
じ
き
の
下
に
て
コ
ト

ヒ
ノ
牛
ノ
ツ
ノ
ツ
キ
ヲ
ス
ル
ガ
如
シ
」
で
あ
る
。

18

大
食
角
調
調
子　
（
楽
譜
無
し
）

　

角
調
は
当
時
の
伝
承
に
は
な
い
が
、
越
角
調
に
つ
い
て
は
後
述
の
よ
う
に
音
階
構
成
音
を

同
じ
く
す
る
同
均
の
「
黄
鐘
調
調
子
」
を
用
い
て
編
曲
し
て
い
る
の
で
、
本
来
は
「
大
食
角

調
調
子
」
も
同
均
の
「
盤
渉
調
調
子
」
を
用
い
て
編
曲
す
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
た
め
『
楽
曲
考
附
録
』
の
編
纂
者
は
「
此
調
子
越
角
調
々
子
ト
斉
シ
ク
不
伝
、
然
レ
ハ

越
角
調
ニ
黄
鐘
調
之
句
ヲ
用
テ
終
リ
ヲ
吹
替
ル　

御
説
之
如
ク
盤
渉
調
之
句
ヲ
用
テ
終
リ
ヲ

吹
替
ベ
キ
事
ニ
侍
ベ
ラ
メ
」
と
記
し
た
上
で
、
宗
武
の
説
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
『
楽

曲
考
附
録
』
に
は
収
め
な
い
こ
と
を
「
未
此
調
子
之　

御
説
無
レ
ハ
暫
ク
闕
奉
ル
ノ
ミ
」
と

注
記
し
て
い
る
。

盤
渉
調
調
子

　

盤
渉
調
も
当
時
の
伝
承
に
疑
点
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
所
伝
の
「
盤
渉
調
調
子
」
の
三
句

ま
で
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。

盤
渉
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　

盤
渉
調
一
句

第
二
句　
　
　
　

盤
渉
調
二
句

第
三
句　
　
　
　

盤
渉
調
三
句

　

調
子
の
姿
は
「
此
調
子
静
ニ
吹
ベ
シ
」
と
あ
る
。『
體
源
抄
』
に
見
え
る
調
子
の
姿
は
「
何

に
た
と
へ
つ
べ
く
も
な
し
。
只
し
づ
か
に
延
て
吹
べ
し
。
い
づ
れ
よ
り
も
此
調
子
を
ハ
延
て

可
吹
」で
あ
り
、宗
武
は
ほ
ぼ
同
様
な
捉
え
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、所
伝
の「
盤

渉
調
調
子
」
は
二
十
一
句
か
ら
な
り
、
句
の
構
成
も
延
べ
た
形
で
最
長
に
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
宗
武
の
「
盤
渉
調
調
子
」
は
三
句
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

双
調
調
子

　

宗
武
が
示
し
た
双
調
の
本
来
の
姿
は
夾
鐘
之
商
調
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）
で
あ
る
か
ら
、

正
し
く
は
義
管
の
ト
（
夾
鐘
・
Ｆ
）
を
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
宗
武
の
調
子
譜
で

は
通
常
の
十
七
管
笙
で
吹
奏
で
き
る
楽
譜
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
所
伝
の「
双
調
調
子
」

の
三
句
ま
で
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
上
で
、「
双
調
ハ
夾
鐘
均
之
商
調
ニ
シ
テ
夾
鐘
・
仲
呂
・
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林
鐘
・
無
射
・
黄
鐘
・
太
簇
・
南
呂
之
七
律
也
。
然
ル
ニ
十
七
管
笙
ニ
ハ
夾
鐘
無
依
テ
夾
鐘

ニ
カ
フ
ル
ニ
姑
洗
ヲ
以
シ
、
姑
洗
ニ
カ
フ
ル
ガ
故
ニ
、
無
射
ヲ
除
テ
応
鐘
ヲ
吹
テ
強
テ
双
調

ト
テ
有
也
。
義
管
笙
ヲ
用
ユ
ル
時
ハ
全
ク
双
調
之
律
ト
ヽ
ノ
フ
。
此
譜
ハ
暫
ク
十
七
管
笙
ニ

テ
吹
カ
ル
ベ
キ
体
也
。
本
調
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。」
と
、
こ
の
楽
譜
は
暫
定
的
に
十
七
管
笙
で
吹

く
の
に
適
し
た
体
を
示
し
た
も
の
で
、本
来
の
調
で
は
な
い
旨
の
注
記
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

双
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　

双
調
一
句

第
二
句　
　
　

双
調
二
句

第
三
句　
　
　

双
調
三
句

　

双
調
の
調
子
の
姿
は
「
此
調
子
和
可
吹
」
と
「
和
（
や
わ
ら
か
）」
に
吹
く
べ
き
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。『
體
源
抄
』
に
見
え
る
調
子
の
姿
は
「
秋
草
の
花
さ
（
咲
）
き
み
だ
れ
た

る
中
に
、
幽
玄
な
る
男
、
大
口
ば
か
り
に
て
や
さ
し
げ
な
が
ら
刀
を
さ
し
、
つ
か
（
柄
）
を

拳
て
立
つ
が
如
く
吹
く
べ
し
。」
と
な
っ
て
い
る
。

小
石
調
調
子

　

小
石
調
と
い
う
調
は
日
本
の
雅
楽
の
伝
承
に
は
な
い
が
、
所
伝
の
「
黄
鐘
調
調
子
」
の
前

半
部
分
が
宗
武
の
謂
う
小
石
調
と
音
階
構
成
音
（
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
）
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

そ
の
た
め
宗
武
は
「
黄
鐘
調
調
子
」
の
五
句
ま
で
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
小
石
調
調
子
」
に
採

用
し
て
い
る
。
但
し
、
黄
鐘
調
五
句
の
句
末
は
乙
七
八
（
E5-

B5-

E4
）
の
和
音
で
終
止
し
て

お
り
小
石
調
の
主
音
に
合
致
し
な
い
の
で
、
末
尾
は
乞
乙
行
（
A4-

E5-

A5
）
の
和
音
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。

小
石
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　

黄
鐘
調
一
句

第
二
句　
　
　
　

黄
鐘
調
二
句

第
三
句　
　
　
　

黄
鐘
調
三
句

第
四
句　
　
　
　

黄
鐘
調
四
句

第
五
句　
　
　
　

黄
鐘
調
五
句
（
句
末
は
変
更
）

19

　

調
子
の
姿
は
「
此
調
子
無
事
可
吹
」
と
あ
る
。

平
調
調
子

　

平
調
に
つ
い
て
は
当
時
の
伝
承
に
疑
点
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
所
伝
の
「
平
調
調
子
」
の

四
句
ま
で
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。

平
調
調
子　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　

平
調
一
句

第
二
句　
　
　

平
調
二
句

第
三
句　
　
　

平
調
三
句

第
四
句　
　
　

平
調
四
句

　

調
子
の
姿
は
双
調
と
同
じ
文
言
で
「
此
調
子
和
可
吹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
體
源
抄
』

に
見
え
る
調
子
の
姿
は
「
春
風
に
柳
の
た
を
（
倒
）
れ
た
る
か
如
く
こ
れ
を
吹
く
べ
し
」
で

あ
る
。

越
調
調
子

　

宗
武
の
謂
う
越
調
は
壹
越
調
（
音
階
構
成
音
は
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
越

調
調
子
」
は
所
伝
の
「
壹
越
調
調
子
」
の
三
句
ま
で
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
三
句
に
は
沙

陀
調
（
音
階
構
成
音
は
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
）
に
転
調
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
美
（
蕤
賓
・

G#
）
の
音
律
が
現
れ
る
た
め
、
宗
武
は
注
意
深
く
美
の
部
分
を
除
い
て
い
る
。

越
調
調
子　
　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　

壹
越
調
一
句

第
二
句　
　
　
　

壹
越
調
二
句

第
三
句　
　
　
　

壹
越
調
三
句
（
美
は
除
く
）

　

調
子
の
姿
は
「
此
調
子
強
ク
サ
ラ
サ
ラ
ト
吹
ベ
シ
」
と
あ
る
。『
體
源
抄
』
に
見
え
る
調

子
の
姿
は
「
明
障
子
に
砂
を
う
つ
が
如
し
」
で
あ
る
。

20
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越
角
調
調
子

　

越
角
調
は
日
本
の
雅
楽
の
伝
承
に
は
な
い
が
、同
均
（
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
の
所
伝
の
「
黄

鐘
調
調
子
」
を
採
用
し
、
角
調
の
主
音
に
あ
た
る
乙
（
Ｅ
）
で
終
止
す
る
三
句
を
末
尾
に
す

る
形
に
編
曲
し
て
い
る
。
但
し
、
黄
鐘
調
の
三
句
に
は
工
（
応
鐘
C#
）
が
現
れ
る
た
め
、
注

意
深
く
工
（
C#
）
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
。

越
角
調
調
子　
　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
一
句

第
二
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
二
句

第
三
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
三
句
（
工
は
除
く
）

　

調
子
の
姿
は
双
調
、
平
調
と
同
様
に
「
此
調
子
和
ニ
吹
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

黄
鐘
調
調
子

　

所
伝
の
「
黄
鐘
調
調
子
」
は
枝
調
子
の
水
調
を
包
含
し
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
前
半
は
水

調
の
音
階
構
成
音
（
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
）
を
中
心
に
進
行
す
る
。
そ
の
た
め
宗
武
の
調
子
譜

で
は
、黄
鐘
調
本
来
の
音
階
構
成
音
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
）
が
明
確
に
な
る
後
半
に
注
目
し
、

所
伝
の
「
黄
鐘
調
調
子
」
の
八
句
末
か
ら
九
句
、
十
句
の
三
句
を
採
用
し
て
い
る
。

黄
鐘
調
調
子　
　
（
採
用
し
て
い
る
句
）

第
一
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
八
句
末

第
二
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
九
句

第
三
句　
　
　
　
　

黄
鐘
調
十
句

　

調
子
の
姿
は
「
此
調
子
少
シ
重
ク
吹
ベ
シ
」
と
あ
る
。『
體
源
抄
』
の
調
子
の
姿
に
は
「
銚

子
に
す
（
澄
）
み
た
る
酒
を
入
た
る
を
み
る
が
ご
と
く
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
少
し
捉
え
方

が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

三
　『
楽
曲
考
附
録
』
の
箏
譜

　

巻
三
十
（
箏
譜
一
）
か
ら
巻
三
十
二
（
箏
譜
三
）
ま
で
は
箏
譜
を
収
載
す
る
が
、
笙
譜
と

同
様
に
楽
譜
に
先
立
っ
て
、
巻
三
十
（
箏
譜
一
）
に
は
箏
の
楽
理
に
関
す
る
考
察
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
も
田
安
宗
武
の
考
え
方
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
詳
し
く

み
て
い
き
た
い
。

巻
三
十
（
箏
譜
一
）
は
以
下
の
内
容
か
ら
な
る
。

①
箏
考
、
②
均
法
、
③
均
図
、
④
弾
法
、
⑤
唐
二
十
八
調
体
法
、
⑥
仁
智
要
録
調
法

以
下
順
に
見
て
い
く
。

①
箏
考

　

箏
考
で
は
先
ず
「
箏
は
も
と
瑟
に
も
と
づ
け
り
」
と
、
箏
が
元
来
瑟
に
基
づ
く
こ
と
を
述

べ
た
上
で
、
箏
の
調
絃
と
瑟
の
調
絃
の
関
係
を
考
察
し
、
瑟
は
二
十
五
絃
で
二
均
（
二
つ
の

音
程
系
列
）
を
備
え
、
箏
は
十
三
絃
で
一
均
（
一
つ
の
音
程
系
列
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
、

瑟
は
中
絃
を
宮
と
し
、聖
人
の
作
で
は
濁
律
（
低
音
域
）
を
用
い
な
い
の
で
中
央
に
大
糸
（
低

音
の
絃
）
を
張
り
、
次
第
に
小
糸
（
高
音
域
の
絃
）
を
張
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
箏
は
俗
楽

の
器
で
、
俗
楽
は
濁
律
を
用
い
る
た
め
、
外
側
の
端
に
大
糸
（
低
音
の
絃
）
を
張
っ
て
、
内

側
に
向
か
っ
て
次
第
に
小
糸
（
高
音
の
絃
）
を
張
る
こ
と
を
述
べ
、
中
央
の
絃
を
宮
と
す
る

と
こ
ろ
に
聖
作
の
瑟
（
の
法
）
が
残
さ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。

　

二
十
五
絃
の
瑟
が
中
央
に
最
低
音
の
絃
を
張
り
、
そ
こ
か
ら
両
端
に
向
か
っ
て
高
い
絃
を

張
る
と
述
べ
る
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宗
武
は
十
三
絃
の
箏
の
調
絃
は
、
こ
う
し

た
瑟
の
調
絃
法
を
受
け
継
い
で
宮
を
中
央
に
張
る
次
の
よ
う
な
調
絃
を
基
本
と
考
え
た
よ
う

で
あ
る
。
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中　

央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

一　

二　

三　

四　

五　

六　

七　

八　

九　

十　

斗　

為　

巾

羽　

宮　

商　

角　

徴　

羽　

宮　

商　

角　

徴　

羽　

宮　

商

『
楽
曲
考
附
録
』
に
お
け
る
宗
武
の
箏
に
関
す
る
所
論
の
要
諦
は
こ
の
調
絃
法
に
尽
き
、
こ

の
後
に
説
か
れ
て
い
る
諸
説
は
い
ず
れ
も
こ
の
調
絃
を
め
ぐ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

②
均
法

　

均
法
で
は
、
具
体
的
に
七
均
×
四
調
か
ら
な
る
俗
楽
二
十
八
調
に
上
記
の
調
絃
を
適
応
さ

せ
る
方
法
を
、
黄
鐘
均
法
、
大
呂
均
法
、
夾
鐘
均
法
、
仲
呂
均
法
、
林
鐘
均
法
、
夷
則
均
法
、

無
射
均
法
の
順
に
詳
述
す
る
。
黄
鐘
均
法
を
例
に
図
解
す
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

黄
鐘
均
法

先
ず
第
七
絃
を
笙
の
凢
に
合
わ
せ
て
正
黄
鐘
に
と
り
、
そ
の
後
の
調
絃
は
以
下
の
よ
う
に
な

る
。
参
考
ま
で
に
律
名
に
は
対
応
す
る
音
名
（
洋
名
）
を
付
記
し
た
。

笙
凢
（
正
黄
鐘
・
D5
）
↓
七
（
正
黄
鐘
・
D4
）

七
（
正
黄
鐘
・
D4
）
↓
二
（
倍
黄
鐘
・
D3
）
↓
五
（
倍
林
鐘
・
A3
）
↓
三
（
倍
太
簇
・
E3
）

↓
六
（
倍
南
呂
・
B3
）
↓
四
（
倍
姑
洗
・
F#3
）

六
（
倍
南
呂
・
B3
）　

↓　

一
（
倍
々
南
呂
・
B2
）

三
（
倍
太
簇
・
E3
）　

↓　

八
（
正
太
簇
・
E4
）

四
（
倍
姑
洗
・
F#3
）　

↓　

九
（
正
姑
洗
・
F#4
）

五
（
倍
林
鐘
・
A3
）　

↓　

十
（
正
林
鐘
・
A4
）

六
（
倍
南
呂
・
B3
）　

↓　

斗
（
正
南
呂
・
B4
）

七
（
正
黄
鐘
・
D3
）　

↓　

為
（
清
黄
鐘
・
D4
）

八
（
正
太
簇
・
E4
）　

↓　

巾
（
清
太
簇
・
E5
）

各
絃
の
音
律
は
全
て
基
準
音
か
ら
完
全
五
度
・
完
全
四
度
と
オ
ク
タ
ー
ブ
に
よ
っ
て
求
め
ら

れ
、
宮
（
黄
鐘
・
Ｄ
）、
商
（
太
簇
・
Ｅ
）、
角
（
姑
洗
・
F#
）、
徴
（
林
鐘
・
Ａ
）、
羽
（
南 

呂
・
Ｂ
）
の
五
声
に
調
絃
さ
れ
る
。
変
徴
（
宗
武
の
用
語
で
は
助
徴
声
）、
変
宮
（
助
宮
声
）

は
押
し
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
九
（
正
姑
洗
・
F#4
）
を
押
し
て
助
徴
声
に
あ
た
る
正
蕤
賓

（
G#4
）、
斗
（
正
南
呂
・
B4
）
あ
る
い
は
六
（
倍
南
呂
・
B3
）
を
押
し
て
助
宮
声
に
あ
た
る
正

応
鐘
（
C#5
）
あ
る
い
は
倍
応
鐘
（
C#4
）
を
得
る
。

　

な
お
、
宗
武
は
『
楽
府
雑
録
』
の
「
箏
只
有
二
宮
商
角
羽
四
調
一
、
臨
時
移
レ
柱
応
二
二
十 

八
調
一
」
を
論
拠
に
、
同
じ
均
に
属
す
る
調
は
全
て
同
一
の
調
絃
を
適
用
す
る
も
の
と
考
え
、

黄
鐘
均
の
調
絃
法
を
記
述
し
た
後
に
「
此
一
均
を
以
て
正
宮
調
・
大
食
調
・
大
石
角
調
・
盤

渉
調
の
四
調
を
弾
ず
。」
と
、こ
の
黄
鐘
均
の
一
つ
の
調
絃
で
、黄
鐘
均
に
属
す
る
正
宮
調
（
宮

調
）・
大
食
調
（
商
調
）・
大
石
角
調
（
角
調
）・
盤
渉
調
（
羽
調
）
を
弾
ず
る
と
説
い
て
い 

る
。

　

黄
鐘
均
法
の
後
に
は
大
呂
均
法
、
夾
鐘
均
法
、
仲
呂
均
法
、
林
鐘
均
法
、
林
鐘
均
法
、
夷

則
均
法
、
無
射
均
法
も
同
様
に
詳
述
し
て
い
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
中
央
の
第

七
絃
に
合
わ
せ
る
笙
の
音
高
と
そ
れ
ぞ
れ
の
調
絃
を
適
用
す
る
調
の
み
を
抄
出
し
て
お
く
。

大
呂
均
法

第
七
絃
を
笙
の
毛
（
D#
）
に
合
わ
せ
る
。

こ
の
一
つ
の
均
で
、
高
宮
調
、
高
大
石
調
、
高
大
石
角
調
、
高
盤
渉
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

夾
鐘
均
法

第
七
絃
を
笙
の
ト
（
Ｆ
）
に
合
わ
せ
る
。

こ
の
一
つ
の
均
で
、
仲
呂
宮
調
、
双
調
、
双
角
調
、
仲
呂
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

仲
呂
均
法

第
七
絃
を
笙
の
十
（
Ｇ
）
に
合
わ
せ
る
。

こ
の
一
つ
の
均
で
、
道
宮
調
、
小
石
調
、
小
石
角
調
、
平
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

林
鐘
均
法

第
七
絃
を
笙
の
行
（
Ａ
）
に
合
わ
せ
る
。
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こ
の
一
つ
の
均
で
、
南
呂
宮
調
、
歇
指
調
、
歇
指
角
調
、
高
平
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

夷
則
均
法

第
七
絃
を
笙
の
計
（
A#
）
に
合
わ
せ
る
。

こ
の
一
つ
の
均
で
、
仙
呂
宮
調
、
林
鐘
商
調
、
林
鐘
角
調
、
仙
呂
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

無
射
均
法

第
七
絃
を
笙
の
比
（
Ｃ
）
に
合
わ
せ
る
。

こ
の
一
つ
の
均
で
、
黄
鐘
宮
調
、
越
調
、
越
角
調
、
黄
鐘
調
の
四
調
を
弾
ず
る
。

③
均
図

　

均
図
で
は
均
法
で
詳
述
し
た
七
均
の
各
絃
の
音
律
と
五
声
（
階
名
）
を
図
で
示
す
。
こ
こ

で
は
表
４
に
ま
と
め
、
対
応
す
る
音
名
（
洋
名
）
を
付
記
し
た
（
正
律
、
清
律
、
倍
律
、
倍
々

律
が
対
応
す
る
音
域
は
判
然
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
音
名
の
み
を
記
し

た
）。

④
弾
法

　

箏
の
奏
法
に
は
早
掻
、
閑
掻
（
宗
武
は
「
菅
掻
」
と
記
し
て
い
る
）
の
別
が
あ
る
が
、
楽

は
舞
が
中
心
と
考
え
た
宗
武
は
、「
考
る
に
、
楽
は
も
と
舞
を
む
ね
と
す
る
な
れ
ば
、
箏
も

い
に
し
へ
は
菅
掻
な
ら
で
三
絃
一
声
の
早
掻
を
用
ひ
し
也
け
り
。
す
が
ヽ
き
を
用
う
る
事
は

其
声
の
う
る
は
し
き
に
音
楽
管
絃
を
む
ね
と
す
る
よ
り
中
古
以
来
の
制
度
な
る
也
。
故
に
譜

皆
早
掻
を
記
す
。」
と
、
閑
掻
（
菅
掻
）
は
管
絃
が
中
心
と
な
っ
た
時
代
以
降
の
制
度
で
、

古
は
早
掻
で
奏
し
て
い
た
と
説
き
、
箏
譜
に
は
早
掻
を
記
し
た
旨
を
述
べ
る
。
ま
た
、
早
掻

の
奏
法
は
食
指
と
中
指
は
か
す
か
に
し
、
大
指
を
強
く
弾
ず
る
と
雅
に
な
る
と
説
く
。

⑤
唐
二
十
八
調
体
法

　

唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
七
均
の
箏
の
調
絃
法
を
上
記
の
よ
う
に
考
え
た
田
安
宗
武
は
、
次

に
俗
楽
二
十
八
調
の
体
を
「
武
徳
楽
」
の
楽
譜
で
例
示
す
る
。
巻
十
九
の
笙
譜
で
は
宮
調
は

「
安
楽
曲
」、
商
調
は
「
弄
槍
」、
角
調
は
「
赤
白
桃
李
花
」、
羽
調
は
「
五
常
楽
急
」
と
各
調

に
属
す
る
楽
曲
を
例
に
掲
げ
、
二
十
八
調
の
楽
譜
を
全
て
提
示
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
何

故
か
宮
調
の
「
武
徳
楽
」
を
商
調
、
角
調
、
羽
調
に
移
調
す
る
か
た
ち
で
示
し
て
い
る
。
同

一
の
曲
を
例
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宮
、
商
、
角
、
羽
の
四
調
の
曲
調
の
相
違
を
分
か
り

や
す
く
提
示
す
る
意
図
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、提
示
さ
れ
て
い
る
楽
譜
は
黄
鐘
均
の
宮
調「
正

宮
調
」、
商
調
「
大
石
調
」、
角
調
「
大
石
角
調
」、
羽
調
「
盤
渉
調
」
の
四
譜
の
み
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
絃
名
を
記
す
箏
の
楽
譜
で
は
均
が
異
な
っ
て
も
楽
譜
は
同
一
と
な
る
た

め
で
あ
ろ
う
。

21

22

 一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗 為 巾
      按倍応   按正蕤  按正応  
黄鐘均法 倍々南 倍黄 倍太 倍姑 倍林 倍南 正黄 正太 正姑 正林 正南 清黄 清太

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
DEF#G#ABC# B D E F# A B／C# D E F#／G# A B／C# D E

      按倍黄   按正林  按正黄  
大呂均法 倍々無 倍大 倍夾 倍仲 倍夷 倍無 正大 正夾 正仲 正夷 正無 清大 清夾

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
E♭FGAB♭CD C E♭ F G B♭ C／D E♭ F G／A B♭ C／D E♭ F

      按倍姑   按正応  按正姑  
仲呂均法 倍々太 倍仲 倍林 倍南 倍黄 倍太 正仲 正林 正南 正黄 正太 清仲 清林

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
GABC#DEF# E G A B D E／F# G A B／C# D E／F# G A

      按倍林   按正太  按正林  
夷則均法 倍々仲 倍夷 倍無 倍黄 倍夾 倍仲 正夷 正無 正黄 正夾 正仲 清夷 清無

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
B♭CDEFGA G B♭ C D F G／A B♭ C D／E F G／A B♭ C

      按倍太   按正南  按正太  
夾鐘均法 倍々黄 倍夾 倍仲 倍林 倍無 倍黄 正夾 正仲 正林 正無 正黄 清夾 清仲

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
FGABCDE D F G A C D／E F G A／B C D／E F G

      按倍蕤   按正大  按正蕤  
林鐘均法 倍々姑 倍林 倍南 倍応 倍太 倍姑 正林 正南 正応 正太 正姑 清林 清南

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
ABC#D#EF#G# F# A B C# E F#／G# A B C#／D# E F#／G# A B

      按倍南   按正姑  按正南  
無射均法 倍々林 倍無 倍黄 倍太 倍仲 倍林 正無 正黄 正太 正仲 正林 清無 清黄

（五声） 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商
CDEF#GAB A C D E G A／B C D E／F# G A／B C D

表４
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⑥
仁
智
要
録
調
法

　
「
武
徳
楽
」
を
例
に
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
体
を
提
示
し
た
後
に
は
、
陳
暘
の
『
楽
書
』

に
記
さ
れ
て
い
る
調
絃
法
が
宋
代
の
法
で
古
法
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
、
傳
玄
箏
賦
序
の 

「
皷
レ
之
則
五
音
発
」
に
合
致
す
る
日
本
の
箏
の
調
絃
（
所
伝
の
調
絃
は
五
声
に
調
絃
す
る
）

に
こ
そ
古
法
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
し
か
し
実
際
に
は
日
本
の
箏

の
調
絃
に
は
多
数
の
も
の
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
も
不
審
が
多
い
と
述
べ
、
藤
原

師
長
（
一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）
撰
『
仁
智
要
録
』
所
載
の
十
三
の
調
絃
法
を
検
討
し
て
い 

く
。

　
『
仁
智
要
録
』
所
載
の
調
絃
を
め
ぐ
る
所
論
か
ら
は
、
田
安
宗
武
が
第
七
絃
を
宮
に
す
る

調
絃
を
本
来
の
正
し
い
調
絃
法
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
垣
間
見
ら
れ
、
箏
の
考
察
の

中
で
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
で
、
以
下
に
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

　

宗
武
は
先
ず
『
仁
智
要
録
』
所
載
の
十
三
の
調
絃
法
を
解
読
し
て
詳
述
し
、
末
に
は
各
絃

の
律
名
と
七
声
を
併
記
し
た
図
を
付
す
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
宗
武
が
解
し
た
十
三
の
調
絃
法

  一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗 為 巾

第一 壹越調 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商

  南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 黄鐘 太簇

  B D E F# A B D E F# A B D E

第二 壹越性調 宮 宮 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴

  黄鐘 黄鐘 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 姑洗 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘

  D D A B D E F# A B D E F# A

第三 沙陀調 壹越調に同じ

第四 平調 徴 宮 角 変徴 徴 変宮 宮 商 変徴 徴 羽 宮 商

  南呂 太簇 仲呂 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 応鐘 太簇 姑洗

  B E G A B D E F# A B C# E F#

第五 大食調 徴 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商

  南呂 太簇 姑洗 蕤賓 南呂 応鐘 太簇 姑洗 蕤賓 南呂 応鐘 太簇 姑洗

  B E F# G# B C# E F# G# B C# E F#

第六 器食調 大食調に同じ

第七 双調 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮

  黄鐘 太簇 仲呂 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 仲呂 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 仲呂

  D E G A B D E G A B D E G

第八 黄鐘調 宮 羽 商 宮 変徴 徴 羽 商 宮 角 徴 羽 変宮

 （修正案） 宮 徴 変宮 宮 角 変徴 徴 変宮 宮 商 変徴 徴 羽

  林鐘 太簇 仲呂 林鐘 無射 黄鐘 太簇 仲呂 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗

  A E G A C D E G A B D E F#

第九 大黄鐘調 黄鐘調に同じ

第十 水調 宮 徴 羽 宮 商 角 徴 羽 宮 商 角 徴 羽

  林鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 応鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 応鐘 太簇 姑洗

  A E F# A B C# E F# A B C# E F#

第十一 盤渉調 宮 角 徴 変宮 宮 角 変徴 徴 変宮 宮 商 変徴 徴

  南呂 黄鐘 姑洗 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 応鐘 太簇 姑洗

  B D F# A B D E F# A B C# E F#

第十二 風江調 盤渉調に同じ

第十三 羽調 不詳

  南呂 南呂 姑洗 蕤賓 南呂 黄鐘 太簇 姑洗 林鐘 南呂 黄鐘 太簇 姑洗

  B B F# G# B D E F# A B D E F#

表５

※黄鐘調の七声の配当は誤写と思われるため、筆者の修正案を付記した。
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を
表
に
ま
と
め
る
と
表
５
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
は
参
考
ま
で
に
対
応
す
る
音
名
（
音
域
は

省
略
）
も
付
記
し
た
。

　

表
５
の
よ
う
に
『
仁
智
要
録
』
の
調
絃
法
を
解
し
た
宗
武
は
、
各
々
の
調
絃
法
の
疑
点
を

次
の
よ
う
に
説
い
て
い
く
。

壹
越
調

壹
越
調
は
無
射
の
商
調
（
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｃ
）
で
あ
る
の
に
、
箏
壹
越
調
は
黄
鐘
の
均
（
Ｄ
Ｅ
F#

Ａ
Ｂ
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
壹
越
調
で
は
な
い
。

平
調

平
調
は
仲
呂
の
羽
調
（
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
り
、
箏
平
調
は
仲
呂
の
均
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
）
に

な
っ
て
い
る
の
で
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
仲
呂
（
Ｇ
）
の
絃
は
第
三
絃
の
み
に

あ
り
、
太
簇
（
Ｅ
）
南
呂
（
Ｂ
）
は
各
々
三
絃
、
そ
の
他
は
二
絃
で
、
調
を
詳
細
に
論
ず
る

と
き
は
仲
呂
の
均
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
甚
だ
し
く
乱
雑
で
あ
り
、
論
ず
る
に
足
ら

な
い
。

大
食
調
、
器
食
調

大
食
調
は
黄
鐘
の
商
調
（
Ｅ
F#
Ａ
Ｂ
Ｄ
）
で
あ
る
が
、
箏
大
食
調
は
太
簇
の
均
（
Ｅ
F#　
G# 

Ｂ
C#
）
と
な
っ
て
い
て
大
食
調
で
は
な
い
。
器
食
調
は
そ
の
名
す
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

も
し
そ
の
よ
う
な
調
が
あ
っ
た
と
し
て
も
太
簇
の
均
は
（
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
中
に
は
）

存
在
し
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
調
も
あ
る
は
ず
が
な
い
。

双
調

双
調
は
夾
鐘
の
商
調
（
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
で
あ
る
が
、
箏
双
調
は
仲
呂
の
均
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
双
調
で
は
な
い
。

黄
鐘
調

黄
鐘
調
は
無
射
の
羽
調
（
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
）
で
あ
り
、箏
黄
鐘
調
は
無
射
の
均
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
）

に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、無
射
（
Ｃ
）
の
絃
は
第
五
絃
の
み
に
あ
り
、林
鐘
（
Ａ
）

23

太
簇
（
Ｅ
）
は
各
々
三
絃
、そ
の
他
は
二
絃
あ
る
。
調
を
詳
細
に
論
ず
る
時
は
無
射
の
均
（
Ｃ

Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
）
で
は
な
い
。
こ
れ
は
甚
だ
し
く
乱
雑
で
あ
り
、
論
ず
る
に
足
ら
な
い
。

大
黄
鐘
調

大
黄
鐘
調
も
ま
た
名
す
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
調
が
あ
っ
た
と
し
て
も

一
調
の
中
が
乱
雑
で
あ
る
以
上
は
、（
こ
れ
も
）
ま
た
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
。

水
調

水
調
は
商
と
見
え
る
。
し
か
し
箏
水
調
は
林
鐘
の
均
（
Ａ
Ｂ
C#
Ｅ
F#
）
で
、
林
鐘
（
Ａ
）
を

宮
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
（
本
来
の
）
水
調
で
は
な
い
。

盤
渉
調

盤
渉
調
は
黄
鐘
の
均
（
Ｄ
Ｅ
F#
Ａ
Ｂ
）
で
あ
り
、
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
黄
鐘 

（
Ｄ
）
の
絃
は
二
・
六
の
二
絃
の
み
に
あ
り
、
南
呂
（
Ｂ
）
姑
洗
（
F#
）
が
各
々
三
絃
、
そ

の
他
は
二
絃
あ
る
。
調
を
詳
細
に
論
ず
る
時
は
黄
鐘
の
均
（
Ｄ
Ｅ
F#
Ａ
Ｂ
）
で
は
な
く
、
甚

だ
し
く
乱
雑
で
あ
る
。

風
江
調

風
江
調
は
楽
の
調
子
に
そ
の
よ
う
な
名
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
が
、
も
し
そ
の
よ
う
な
調
が

あ
っ
た
と
し
て
も
一
調
の
中
が
乱
雑
で
あ
る
以
上
は
、（
こ
れ
も
）
ま
た
用
い
る
べ
き
で
は
な 

い
。

羽
調

羽
調
は
ま
た
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
う
え
仲
呂
（
Ｇ
）
が
宮
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

南
呂
（
Ｂ
）
姑
洗
（
F#
）
が
各
々
三
絃
、
そ
の
他
は
二
絃
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
調
の
中
が

正
し
く
な
い
。

　

上
記
の
よ
う
に
各
調
絃
に
つ
い
て
の
疑
問
を
列
挙
し
た
後
に
、
壹
越
調
・
大
食
調
・
双
調
・

水
調
の
四
調
は
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
言
っ
て
も
、
均
は
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
の
で
、
こ
の
中

に
必
ず
や
古
法
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
し
て
、
四
つ
の
調
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。
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・
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
中
に
は
太
簇
の
均
は
な
い
た
め
、
大
食
調
は
唐
制
で
は
な
い
。

・
双
調
は
宮
絃
が
三
八
巾
に
あ
り
中
央
で
な
い
。

・
水
調
は
宮
絃
が
一
四
九
に
あ
り
中
央
で
な
い
。

・
壹
越
調
は
宮
絃
が
二
七
為
に
あ
る
が
、
二
絃
は
倍
声
、
七
絃
は
正
声
、
為
絃
は
子
声
で
あ

り
、
七
絃
は
十
三
絃
の
中
央
で
あ
る
。

・
宮
絃
が
中
央
に
あ
る
瑟
の
調
絃
法
を
継
承
し
て
い
る
壹
越
調
は
正
に
唐
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
四
調
の
中
の
壹
越
調
が
唐
法
と
結
論
付
け
た
宗
武
は
、『
仁
智
要
録
』
に
「
大

食
調
已
下
の
十
調
悉
く
平
調
よ
り
柱
を
移
す
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、「
考

る
に
仁
智
要
録
に
大
食
調
已
下
の
十
調
悉
く
平
調
よ
り
柱
を
移
す
を
注
せ
り
。
是
を
以
て
見

れ
ば
本
邦
の
俗
み
だ
り
に
平
調
の
箏
調
を
な
し
、
已
下
の
諸
調
は
ま
た
か
れ
よ
り
仕
出
し
た

る
事
あ
き
ら
か
也
、
是
等
を
返
し
み
る
に
弥
壹
越
調
唐
の
遺
法
と
す
べ
し
。」
と
、
本
邦
の

慣
習
に
よ
っ
て
平
調
の
よ
う
な
乱
雑
な
調
絃
を
作
り
、
そ
れ
を
も
と
に
大
食
調
以
下
の
諸
調

が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、（
平
調
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
壹
越
調

は
い
よ
い
よ
唐
の
遺
法
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
説
く
。

　

次
に
『
仁
智
要
録
』
に
は
壹
越
調
に
適
用
す
る
調
絃
に
壹
越
調
（
下
壹
越
調
）
と
壹
越
性

調
（
上
壹
越
調
）
の
二
つ
の
調
絃
法
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
が
本
来
の

壹
越
調
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
き
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

・
上
壹
越
調
に
は
壹
越
性
調
や
上
調
な
ど
の
別
名
が
あ
る
が
、
下
壹
越
調
は
『
仁
智
要
録
』

に
は
「
壹
越
調
」
と
の
み
記
さ
れ
異
名
が
な
い
の
で
本
調
子
で
あ
る
。

・
上
壹
越
調
（
壹
越
性
調
）
は
後
に
作
ら
れ
た
も
の
。『
仁
智
要
録
』
で
は
横
笛
を
基
準
と

す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、壹
越
調
の
横
笛（
の
旋
律
）は
清
黄
鐘
が
多
い
。
下
壹
越
調（
壹

越
調
）
は
清
黄
鐘
は
希
に
し
か
用
い
ず
横
笛
に
合
わ
な
い
。
そ
の
た
め
調
を
上
げ
た
調
絃
法

（
壹
越
性
調
）
が
作
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
世
の
中
が
好
ん
だ
た
め
中
古
以
来
上
壹
越
調
（
壹

越
性
調
）
が
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
性
調
は
清
調
と
い
う
意
味
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
宗
武
は
、
当
時
あ
ま
り
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
壹
越
調
（
下
壹
越
調
）

25
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を
本
来
の
壹
越
調
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
音
律
の
上
で
は
黄
鐘
均
宮
調
（
Ｄ
Ｅ
F#
Ａ

Ｂ
）
に
合
致
す
る
こ
の
調
絃
が
何
故
「
壹
越
調
」（
宗
武
の
説
で
は
壹
越
調
＝
越
調
は
無
射

均
商
調
）
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
宗
武
は
、壹
越
調
の
中
に
実
際
に
は「
武
徳
楽
」「
酔
公
子（
酒
胡
子
）」

な
ど
の
正
宮
調
の
楽
曲
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
筋
道
を

考
え
る
。

・
古
の
楽
官
が
そ
の
伝
を
失
い
、
郷
大
夫
が
い
い
加
減
な
説
を
な
し
て
い
き
、
正
宮
調
に
は

後
世
伝
え
る
所
の
越
調（
壹
越
調
）の
曲
が
多
く
混
じ
り
、正
宮
調
は
希
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
正
宮
調
と
越
調
（
壹
越
調
）
は
声
（
音
階
構
成
音
）
が
よ
く
似
て
い
て
、
さ
ら
に
正
宮
調

の
宮
は
黄
鐘
で
あ
り
、
俗
に
黄
鐘
を
越
調
（
壹
越
）
と
い
う
。

・
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
正
宮
の
楽
を
越
調
の
部
の
中
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

す
な
わ
ち
宗
武
は
黄
鐘
均
宮
調
に
あ
た
る
正
宮
調
の
楽
曲
が
越
調
（
壹
越
調
）
に
混
入
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
当
時
の
壹
越
調
の
中
に
は
正
宮
調
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ

る
。

　

宗
武
は
さ
ら
に
沙
陀
調
が
壹
越
調
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
次
の

よ
う
な
経
緯
を
想
定
す
る
。

・
梵
語
で
宮
調
の
こ
と
を
沙
陀
力
と
い
う
。

・
林
邑
僧
の
仏
哲
等
が
林
邑
楽
を
伝
え
た
楽
曲
の
中
に
宮
調
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
を
沙
陀
力
調
と
言
っ
て
い
た
の
を
、
後
世
の
慣
習
で
こ
れ
に
似
た
調
を
沙
陀
調
と
い
う
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
想
定
し
た
宗
武
は
、「
是
を
以
て
案
ず
る
に
箏
余
調
亡
び
て
、
正
宮
調
残

り
し
を
、其
宮
一
越
調
の
調
の
宮
に
同
じ
け
れ
ば
、誤
り
て
壹
越
調
と
せ
し
な
る
べ
し
。」
と
、

箏
の
他
の
調
絃
が
亡
ん
で
正
宮
調
が
残
っ
て
い
た
の
を
、
正
宮
調
の
宮
が
壹
越
調
の
宮
と
同

じ
で
あ
っ
た
た
め
、
誤
っ
て
壹
越
調
と
し
た
と
結
論
付
け
る
。
そ
し
て
「
又
宮
調
な
れ
ば
沙

陀
調
も
同
じ
調
と
は
云
る
な
る
べ
し
。
こ
れ
ら
を
通
は
し
見
る
と
き
は
、
弥
下
壹
越
調
は
則
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正
宮
調
な
る
べ
し
。」
と
、
壹
越
調
に
宮
調
の
沙
陀
調
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
、

下
壹
越
調
調
絃
が
本
来
は
正
宮
調
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
『
楽
府
雑
録
』
の
「
宮
商
角
羽
四
調
、
臨
レ
時
移
レ
柱
応
二
二
十
八
調
一
」

の
記
載
を
根
拠
に
、「
是
を
み
て
按
ず
る
に
則
黄
鐘
・
大
呂
・
夾
鐘
・
仲
呂
・
林
鐘
・
夷
則
・

無
射
の
七
均
有
也
。
そ
の
宮
商
角
羽
の
四
調
は
各
柱
を
変
ず
る
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
弾
法
を
変

ず
る
の
み
。」
と
、箏
の
調
絃
は
七
均
の
も
の
が
あ
る
が
（
同
じ
均
で
は
同
じ
調
絃
を
用
い
）、

宮
、
商
、
角
、
羽
の
四
調
は
調
絃
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
弾
法
を
変
え
る
だ
け
で
あ
る
と

論
じ
、
巻
三
十
の
箏
の
考
察
を
結
ぶ
。

巻
三
十
一
、
巻
三
十
二
の
箏
譜

　

巻
三
十
（
箏
譜
一
）
の
考
察
で
宗
武
は
『
仁
智
要
録
』
の
十
三
の
調
絃
法
を
詳
細
に
検
討

し
、
中
央
の
七
絃
を
宮
に
す
る
箏
壹
越
調
に
唐
法
を
見
出
し
、
そ
の
他
の
調
絃
は
唐
法
に
合

わ
な
い
と
し
て
排
し
た
。
そ
れ
故
、『
楽
曲
考
附
録
』
の
箏
譜
は
、
全
て
こ
の
箏
壹
越
調
に

も
と
づ
く
独
自
の
手
付
け
に
よ
る
楽
譜
と
な
っ
て
い
る
。

　

箏
譜
は
巻
三
十
一
（
箏
譜
二
）、
巻
三
十
二
（
箏
譜
三
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
三

十
一
の
冒
頭
に
は
楽
譜
に
先
立
っ
て
七
均
の
調
絃
法
（
立
均
法
）、
各
均
ご
と
の
第
七
絃
に

合
わ
せ
る
笙
の
竹
名
（
宮
絃
合
笙
法
）、
七
絃
か
ら
十
三
の
絃
を
調
絃
す
る
手
順
（
生
律
法
）

が
簡
潔
に
記
さ
れ
る
。
以
降
、
宮
調
、
商
調
、
角
調
、
羽
調
の
四
調
用
の
独
自
の
掻
合
と
爪

調
を
載
せ
た
上
で
、楽
曲
譜
を
収
録
す
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

曲
目
は
笙
譜
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
こ
れ
は
独
自
の
手
付
け
を
行
な
っ
た
曲
に
限
り
が
あ
っ

た
た
め
か
、
楽
譜
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
今
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
の
で
い
ず
れ

再
考
し
た
い
。

巻
三
十
一　

箏
譜
二

立
均
法　

宮
絃
合
笙
法　

生
律
法

律
掻
合
宮
調　

同
商
調　
　

同
角
調　

同
羽
調

宮
之
爪
調　

商
之
爪
調　

角
之
爪
調　

羽
之
爪
調

正
宮
調

29

蘇
合
香
急　
　

賀
殿
急　

同
臨
説　

鳥
急　

同
臨
説　

胡
飲
酒
序　

同
破　

同
臨
説　

安
楽

曲　

同
曲
唯
拍
子　

渋
河
鳥　

武
徳
楽　

同
臨
説　

蘇
合
香
破

巻
三
十
二　

箏
譜
三

大
食
調

秦
王
破
陣
楽　

散
手
破
陣
楽　

打
毬
楽　

還
城
楽　

抜
頭　

長
慶
子　

合
歓
塩

大
食
角
調

剣
気
褌
脱

盤
渉
調

輪
台　

青
海　

千
秋
楽　

越
殿
楽　

同
臨
説

平
調

五
常
楽
急　

万
歳
楽

越
調

承
和
楽　

蘭
陵
王　

同
曲

双
調

春
庭
楽四

　
お
わ
り
に

　
『
楽
曲
考
附
録
』
の
笙
譜
、
箏
譜
か
ら
田
安
宗
武
の
思
考
を
辿
っ
て
み
る
と
、
田
安
宗
武

は
所
伝
の
雅
楽
（
唐
楽
）
に
は
原
拠
と
な
っ
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
在
り
方
か
ら

逸
脱
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
問
題
視
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宗
武
が
推

定
し
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
在
り
方
は
、
黄
鐘
均
（
Ｄ
Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
）、
大
呂

均
（
E♭
Ｆ
Ｇ
Ａ
B♭
Ｃ
Ｄ
）、
夾
鐘
均
（
Ｆ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）、
仲
呂
均
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
）、

林
鐘
均
（
Ａ
Ｂ
C#　
D#
Ｅ
F#　
G#
）、
夷
則
均
（
B♭
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ａ
）、
無
射
均
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F#
Ｇ
Ａ
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Ｂ
）
の
七
均
（
七
つ
の
音
程
系
列
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
宮
調
（
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
レ
ミ
）、
商
調 

（
ソ
ラ
シ
ド
レ
ミ
フ
ァ
）、
角
調
（
ラ
シ
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
）、
羽
調
（
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
）

の
四
調
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
本
来
の
姿
に
対
応
す
る
べ
く
、
巻
十
九
（
笙
譜

一
）
で
は
伝
を
失
っ
た
也
・
毛
と
、
そ
も
そ
も
日
本
の
所
伝
に
は
無
い
ト
・
計
（
斗
）
の
義

管
を
加
え
た
合
竹
を
考
案
し
て
提
示
し
、
巻
三
十
（
箏
譜
一
）
で
は
七
絃
を
宮
に
す
る
調
絃

を
本
来
の
調
絃
と
説
い
た
上
で
、
こ
の
調
絃
の
二
十
八
調
へ
の
適
用
法
を
提
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
体
を
示
す
た
め
に
、巻
十
九
（
笙
譜
一
）
に
は
「
安

楽
曲
（
宮
調
）」「
弄
槍
（
商
調
）」「
赤
白
桃
李
花
（
角
調
）」「
五
常
楽
急
（
羽
調
）」
の
四

曲
を
例
に
二
十
八
調
に
移
調
し
た
楽
譜
を
作
成
し
て
載
せ
、
巻
三
十
（
箏
譜
一
）
に
は
「
武

徳
楽
（
宮
調
）」
を
例
に
宮
、
商
、
角
、
羽
の
四
調
に
移
調
し
た
楽
譜
を
載
せ
る
。

　

上
記
は
宗
武
が
考
え
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
姿
で
あ
る
が
、
実
際
に
日
本
に
伝

来
し
て
い
た
の
は
二
十
八
調
の
全
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は

平
安
中
期
以
降
は
壹
越
調
、双
調
、太
食
調
（
以
上
、呂
）、平
調
、黄
鐘
調
、盤
渉
調
（
以
上
、

律
）
の
六
調
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
田
安
宗
武
は
『
楽
府
雑
録
』
と
『
事

林
広
記
』
を
勘
案
し
て
、
こ
れ
ら
の
所
伝
の
六
調
子
の
原
調
を
以
下
の
よ
う
に
比
定
す
る
。

　

壹
越
調
＝
越
調
（
無
射
均
商
調
）

　

平
調
＝
正
平
調
（
仲
呂
均
羽
調
）

　

双
調
＝
道
宮
調
（
仲
呂
均
宮
調
）

　

黄
鐘
調
＝
黄
鐘
調
（
無
射
均
羽
調
）

　

盤
渉
調
＝
般
渉
調
（
黄
鐘
均
羽
調
）

　

太
食
調
＝
大
石
調
（
黄
鐘
均
商
調
）

　

こ
の
対
応
は
現
在
の
解
釈
と
は
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
注
目
に
値
す
る
の
は
俗

楽
二
十
八
調
と
の
関
係
を
楽
曲
単
位
で
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
宗
武
は
所
伝
の
楽
曲

の
中
に
は
こ
れ
ら
の
対
応
関
係
に
収
ま
ら
な
い
曲
が
存
す
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
点
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
宗
武
は
日
本
に
伝
来
し
た
調
に
さ
ら
に
次
の
四
調
を
加
え
る
。

正
宮
調
（
黄
鐘
均
宮
調
）　　
　

蘇
合
香
、
安
楽
曲
（
安
楽
塩
）
等

30

大
石
角
調
（
黄
鐘
均
角
調
）　　

剣
気
褌
脱

小
石
調
（
仲
呂
均
商
調
）　　
　

泛
龍
舟
、
感
城
楽
等

越
角
調
（
無
射
均
角
調
）　　
　

赤
白
桃
李
花

　

宗
武
は
こ
の
よ
う
に
日
本
に
伝
来
し
た
調
は
、正
宮
調
、大
石
調
、大
石
角
調
、般
渉
調
（
以

上
、
黄
鐘
均
）、
道
宮
調
、
小
石
調
、
正
平
調
（
以
上
、
仲
呂
均
）、
越
調
、
越
角
調
、
黄
鐘

調
（
以
上
、
無
射
均
）
の
三
均
十
調
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
『
楽
曲
考
附
録
』
収
載
の
楽
譜

は
い
ず
れ
も
こ
の
三
均
十
調
に
再
編
し
た
上
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
他
に
類

例
を
見
な
い
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
笙
譜
で
は
調
子
譜
が
三
均
十
調
に
合
わ
せ
た

独
自
の
編
曲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
箏
譜
で
は
七
絃
を
宮
に
す
る
調
絃
を
全
て
の
調
に
適
用

し
て
い
る
た
め
に
、所
伝
の
も
の
と
は
異
な
る
手
付
け
の
楽
譜
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、宮
、商
、

角
、
羽
の
四
調
用
の
独
自
の
箏
の
掻
合
・
爪
調
を
載
せ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
楽
曲
考
附
録
』
の
笙
譜
、
箏
譜
か
ら
知
ら
れ
る
田
安
宗
武
の
目
指
し
た
復

古
の
形
は
、
所
伝
の
転
訛
を
修
正
し
た
唐
の
俗
楽
二
十
八
調
の
本
来
の
姿
へ
の
復
古
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
期
の
儒
学
者
に
は
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
の
よ
う
に
日

本
の
雅
楽
（
唐
楽
）
が
唐
で
は
俗
楽
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
古
代
中
国
に
お
け
る
本
来
の
雅

楽
で
あ
る
三
代
の
古
楽
の
復
古
を
希
う
者
も
い
た
。
ま
た
一
方
で
は
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六

〜
一
七
二
八
）
の
よ
う
に
日
本
の
雅
楽
を
三
代
の
古
楽
の
遺
声
と
す
る
儒
学
者
も
い
た
。
で

は
田
安
宗
武
は
三
代
の
古
楽
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
。
こ
の
問
題
は
『
楽

曲
考
附
録
』
の
笙
譜
、
箏
譜
の
範
囲
を
超
え
る
の
で
別
稿
に
譲
る
が
、
中
央
に
あ
た
る
第
七

絃
に
宮
を
あ
わ
せ
る
箏
の
調
絃
を
瑟
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
や
正

宮
調
を
特
に
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
問
題
と
関
係
し
そ
う
で
あ
る
。

註

１ 

東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
南
葵
文
庫
）（
Ｆ
20

－

82
）。
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

２ 

岸
辺
成
雄
他
「
田
安
徳
川
家
蔵
楽
書
目
録
―
そ
の
資
料
的
意
義
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
四
一
・
四
二
、

一
九
七
七
年
、
五
七
〜
一
三
八
頁
）。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
田
安
徳
川
家
伝
来

の
古
典
籍
の
目
録
に
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
ー
田
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安
徳
川
家
伝
来
古
典
籍
ー
』（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
り
、
そ
の
資
料
の
意
義
に
つ
い
て

の
論
考
に
は
、
福
島
和
夫
「
田
安
家
と
楽
書
」（『
田
安
徳
川
家
蔵
書
と
高
乗
勲
文
庫　

二
つ
の
典
籍
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
臨
川
書
店
、二
〇
〇
三
年
）
所
収
、『
日
本
音
楽
史
叢
』
和
泉
書
院
、二
〇
〇
七
年
再
収
）

等
が
あ
る
。

３ 

廣
瀬
信
夫
「
田
安
宗
武
の
琵
琶
研
究
ー
『
楽
曲
考
附
録
』
巻
三
十
三
に
つ
い
て
ー
」（『
藝
術
文
化
研
究
』

二
、
一
九
九
八
年
。
一
六
九
〜
一
八
六
頁
）
等
。

４ 

国
文
学
研
究
資
料
館
架
蔵
の
田
藩
文
庫
本
に
は
、
そ
の
他
に
『
楽
曲
考
察
附
録
』
の
巻
二
十
五
「
觱
篥

譜
」（
配
架
番
号
、
五
九
一
）、
巻
一
か
ら
巻
十
八
「
舞
譜
」（
配
架
番
号
、
五
九
二
）
を
抄
出
し
た
写

本
も
伝
わ
る
。

５ 

『
體
源
抄
』
は
『
覆
刻
日
本
古
典
全
集　

體
源
抄
』（
現
代
思
潮
社
、一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。
な
お
、『
體

源
抄
』
で
は
「
亡
」「
斗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
楽
曲
考
附
録
』
で
は
「
毛
」「
計
」
と
表
記
し
て
い
る
。

６ 

均
は
西
洋
の
楽
理
の
調
号
に
相
当
す
る
考
え
方
で
、
十
二
律
の
任
意
の
一
音
を
基
準
に
し
て
三
分
損
益

法
で
作
り
出
さ
れ
る
七
音
か
ら
な
る
音
程
系
列
を
さ
す
。
例
え
ば
黄
鐘
（
Ｄ
）
を
基
準
に
す
る
と
、
Ｄ

Ｅ
F#　
G#
Ａ
Ｂ
C#
の
七
音
か
ら
な
る
音
程
系
列
が
作
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
黄
鐘
均
と
称
す
る
。
な
お
、
三

分
損
益
法
は
元
の
音
律
か
ら
三
等
分
の
一
を
加
減
す
る
（
加
え
る
と
完
全
五
度
上
の
音
律
を
得
、
減
ら

す
と
完
全
四
度
下
の
音
律
を
得
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
音
律
を
求
め
て
い
く
方
法
で
あ
る
。

７ 

三
分
損
益
法
で
得
ら
れ
る
七
声
の
階
名
は
、
宮
、
商
、
角
、
変
徴
、
徴
、
羽
、
変
宮
と
名
付
け
ら
れ
、

宮
を
主
音
と
す
る
調
を
宮
調
、
商
を
主
音
と
す
る
調
を
商
調
な
ど
と
称
す
る
。

８ 

長
谷
部
剛
、
山
寺
三
知
共
編
訳
『
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
一
七
年
）、
岸
辺
成
雄
著
『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究　

続
巻
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、

拙
著
『
平
安
朝
の
雅
楽　

古
楽
譜
に
よ
る
唐
楽
曲
の
楽
理
的
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
〇
五
年
）
等
。

９ 

但
し
、『
楽
府
雑
録
』
に
お
い
て
も
四
調
の
記
載
の
順
序
は
羽
、
角
、
宮
、
商
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
事
林
広
記
』
の
記
載
と
『
楽
曲
考
附
録
』「
唐
俗
楽
調
の
辨
」
の
引
用
文
は
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。『
楽
府
雑
録
』
は
田
藩
文
庫
に
写
本
が
伝
わ
る
が
、『
事
林
広
記
』
は
田
藩
文
庫
の
目
録
に
は
見
え

ず
、
宗
武
が
参
照
し
た
『
事
林
広
記
』
を
特
定
で
き
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
、『
楽
府
雑
録
』『
事
林
広
記
』
所
載
の
調
に
つ
い
て
は
、
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）
成
立
の
安
倍
季
尚
著
『
楽
家
録
』
巻
三
十
五
声
調
考
正
で
も
既
に
詳
し
い
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、『
楽
家
録
』
で
は
『
事
林
広
記
』
で
閏
調
と
し
て
い
る
も
の
が
『
楽
府
雑
録
』
で

は
角
調
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
記
し
て
い

る
。

10 

所
伝
の
双
調
の
笙
譜
に
現
れ
る
合
竹
は
十
乞
一
比
凢
乙
下
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
F#
）
で
道
宮
調
（
Ｇ
Ａ

Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
）
と
一
致
し
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
宗
武
は
『
楽
曲
考
』
巻
七
「
春
庭
楽
」
の
中

で
「
無
射
を
用
ゐ
て
応
鐘
を
用
ゐ
ざ
る
は
此
二
律
笛
觱
篥
あ
や
と
り
て
律
を
な
す
に
て
笙
師
あ
や
ま
れ

る
也
」
と
、
無
射
（
Ｃ
）
を
用
い
て
応
鐘
（
C#
）
を
用
い
な
い
の
は
笙
師
の
誤
り
と
解
し
て
い
る
。
な

お
所
伝
の
琵
琶
譜
で
は
双
調
は
宗
武
の
謂
う
道
宮
調
（
Ｇ
Ａ
Ｂ
C#
Ｄ
Ｅ
F#
）
と
一
致
し
て
い
る
。（
本

稿
で
は
『
楽
曲
考
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
藏
（
田
藩
文
庫
）（
一
五

－

五
八
九

－

一
〜
一
〇
）
に

拠
っ
た
。
但
し
、
引
用
文
の
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。）

11 

『
楽
家
録
』
は
『
覆
刻
日
本
古
典
全
集　

楽
家
録
』（
現
代
思
潮
社
、一
九
七
七
年
）
に
拠
っ
た
。
但
し
、

引
用
文
の
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

12 

筆
者
は
『
平
安
朝
の
雅
楽　

古
楽
譜
に
よ
る
唐
楽
曲
の
楽
理
的
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）

に
お
い
て
こ
の
問
題
を
追
求
し
た
が
、
拙
著
の
分
析
と
田
安
宗
武
の
分
析
は
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

13 

林
謙
三
「
笙
律
二
考
」（『
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
』
三
、
一
九
五
四
年
、
一
〜
三
二
頁
。
東
洋
音
楽
学
会

編
『
雅
楽　

古
楽
譜
の
解
読
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
九
年
再
収
。）

14 

「
安
楽
塩
」
を
「
安
楽
曲
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、宗
武
は
『
楽
曲
考
』
巻
八
「
安
楽
曲
」
に
「
多

く
は
安
楽
塩
と
か
け
り
。
続
教
訓
抄
に
安
楽
曲
と
も
い
ふ
と
云
り
。
考
る
に
唐
に
塩
の
字
を
用
う
る
は

楽
の
作
り
に
故
あ
り
。
曲
の
字
は
な
べ
て
用
う
。
然
る
に
此
曲
三
台
塩
の
姿
と
い
と
か
は
り
た
れ
ば
曲

の
字
ぞ
う
べ
也
け
る
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
宗
武
は
「
安
楽
曲
」
を
と
り
わ
け
好
ん
だ
よ
う
で
、
同

書
で
「
此
曲
こ
と
に
た
く
み
に
し
て
、
且
定
法
に
か
な
へ
り
。
本
説
な
る
べ
し
。
す
べ
て
此
曲
今
こ
の

国
に
あ
な
る
楽
曲
に
か
ば
か
り
な
る
は
な
し
。
皇
帝
蘇
合
香
な
ど
は
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
れ
ど
設
け
て
お

も
し
ろ
く
作
り
し
な
る
に
、
是
は
さ
る
設
け
た
る
事
も
あ
ら
で
正
し
く
作
り
た
る
中
に
美
は
し
さ
の
あ

れ
ば
、
ゑ
も
い
は
ず
お
も
し
ろ
き
也
。
誠
に
楽
曲
の
本
体
な
れ
ば
、
楽
作
ら
ん
人
は
是
を
も
て
か
ゞ
み

と
す
べ
き
也
。」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

15 

所
伝
で
は
「
赤
白
桃
李
花
」
は
黄
鐘
調
で
あ
る
が
、宗
武
は
『
楽
曲
考
』
巻
五
「
赤
白
桃
李
花
」
で
「
通

志
略
に
赤
白
桃
李
花
亦
曰
桃
李
、
唐
高
祖
時
歌
草
木
二
十
一
曲
之
中
と
あ
れ
ば
此
曲
も
唐
国
よ
り
渡
り

た
る
な
り
。
越
角
調
の
楽
な
り
。
し
か
る
を
世
の
人
黄
鐘
調
と
お
も
へ
る
よ
り
終
の
詞
た
え
た
れ
ば
太

簇
も
て
曲
を
終
わ
る
な
ど
み
だ
り
に
説
を
作
り
出
し
人
も
有
け
り
」
と
、
本
来
は
越
角
調
の
楽
曲
で
あ

っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

16 

三
分
損
益
法
は
「
往
而
不
返
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
十
三
番
目
に
得
ら
れ
る
音
律
は
最
初
の
音
律
の

一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
音
律
よ
り
少
し
高
く
な
り
、
音
律
は
無
限
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
故
、
三
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分
損
益
法
に
よ
る
音
律
で
は
十
二
律
の
音
高
は
起
点
に
据
え
る
音
律
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
毛
、計
、

ト
を
欠
く
十
七
管
笙
で
は
凢
を
起
点
に
し
た
通
常
の
三
分
損
益
法
で
比
と
十
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、
所
伝
の
調
律
で
は
凢
か
ら
逆
生
で
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
は
実
質
上
の
三
分
損
益
法

の
起
点
は
比
（
Ｃ
）
と
な
る
。

17 

「
調
子
」
譜
の
古
い
も
の
は
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
豊
原
利
秋
撰
『
鳳
笙
調
律
呂
巻
』、
建
武
四
年

（
一
三
三
七
）
豊
原
龍
秋
撰
『
鳳
管
譜
』、
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
豊
原
英
秋
撰
『
瑞
鳳
集
』
等
の
豊

原
家
の
楽
人
に
よ
る
笙
譜
、
陽
明
文
庫
伝
来
『
鳳
笙
譜　

調
子
譜
』（
撰
者
不
詳
、
十
三
世
紀
〜
十
五

世
紀
か
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
譜
は
細
部
に
は
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
枝
調
子
を
含
む
構

成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
笛
や
篳
篥
に
比
べ
て
長
大
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
な

お
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
成
立
の
『
體
源
抄
』
に
も
「
調
子
譜
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
體
源
抄
』

の
「
調
子
譜
」
は
現
行
譜
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

18 

豊
原
家
の
笙
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、『
體
源
抄
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
細
部
は
楽
譜
ご
と
に

異
な
る
が
、
以
下
、
本
稿
で
は
『
體
源
抄
』
の
文
言
に
拠
っ
た
。

19 

美
（
G#
）
が
頻
出
し
て
い
る
の
で
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
宗
武

は
不
問
に
付
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

20 

『
楽
曲
考
』
巻
一
の
「
皇
帝
破
陣
楽
」
に
「
越
調
と
は
本
名
な
り
。
俗
に
一
越
調
と
い
ふ
。」
と
見
え
る
。

21 

「
武
徳
楽
」
は
壹
越
調
に
属
す
る
楽
曲
で
あ
る
が
、『
楽
曲
考
』
巻
八
「
武
徳
楽
」
に
「
越
調
に
中
に
は

入
た
れ
ど
正
宮
調
の
物
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
武
は
正
宮
調
の
楽
曲
と
考
え
て
い
た
。

22 

例
と
な
る
楽
譜
を
掲
げ
た
上
で
、
例
え
ば
「
黄
鐘
均
之
宮
調　

正
宮
調　

武
徳
楽
」
で
は
「
大
呂
均
之

宮
調　

正
高
宮
調
、
夾
鐘
均
之
宮
調　

仲
呂
宮
調
、
仲
呂
均
之
宮
調　

道
宮
調
、
林
鐘
均
之
宮
調　

南

呂
宮
調
、
夷
則
均
之
宮
調　

仙
呂
宮
調
、
無
射
均
之
宮
調　

黄
鐘
宮
調　

右
六
宮
調
、
正
宮
調
の
譜
面

に
同
じ
」
と
、
譜
面
は
同
じ
で
あ
る
旨
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

23 

原
文
に
は
「
夫
壹
越
調
は
無
射
の
商
調
也
。
し
か
る
に
箏
壹
越
調
と
云
も
の
は
黄
鐘
の
均
也
。
是
壹
越

調
に
あ
ら
ず
。
又
平
調
は
仲
呂
の
羽
調
也
。
箏
平
調
と
云
物
は
太
簇
を
宮
と
す
と
い
へ
ど
も
実
は
仲
呂

の
均
也
。
是
正
に
其
実
に
合
る
に
似
た
り
。
し
か
し
て
仲
呂
の
絃
唯
三
の
み
に
あ
り
。
太
簇
南
呂
各
三

絃
自
餘
或
は
二
絃
有
。
律
を
生
ず
る
の
序
を
以
て
云
時
は
仲
呂
宮
た
り
と
云
ど
も
調
を
詳
に
論
ず
る
と

き
は
仲
呂
の
均
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ば
是
は
な
は
だ
猥
り
也
。
論
ず
る
に
た
ら
ず
。
大
食
調
は
黄
鐘
の

商
調
也
。
箏
大
食
調
と
云
も
の
は
太
簇
の
均
也
。
是
大
食
調
に
あ
ら
ず
。
ま
た
器
食
調
は
そ
の
名
だ
に

聞
も
お
よ
ば
ざ
る
事
也
。
も
し
さ
る
調
あ
り
と
も
太
簇
の
均
な
き
う
へ
は
其
調
に
も
あ
る
べ
か
ら
ず
。

双
調
は
夾
鐘
の
商
調
也
。
箏
双
調
と
云
る
も
の
は
仲
呂
の
均
也
。
是
双
調
に
あ
ら
ず
。
ま
た
黄
鐘
調
は

無
射
の
羽
調
也
。
箏
黄
鐘
調
と
云
も
の
は
林
鐘
を
宮
と
す
と
い
へ
ど
も
、
実
は
無
射
の
均
也
。
是
正
に

そ
の
実
に
合
る
に
似
た
り
。
し
か
し
て
無
射
の
絃
唯
五
の
み
に
有
。
林
鐘
太
簇
各
三
絃
自
餘
或
は
二
絃

有
。
律
を
生
ず
る
の
序
を
以
云
と
き
は
無
射
宮
た
り
と
い
へ
ど
も
、
調
を
詳
に
論
ず
る
時
は
無
射
の
均

に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ば
是
は
な
は
だ
猥
り
也
。
論
ず
る
に
た
ら
ず
。
大
黄
鐘
調
も
ま
た
名
だ
に
聞
も
お

よ
ば
ず
。
も
し
さ
る
調
有
と
も
、
一
調
の
中
猥
り
な
る
上
は
ま
た
用
う
べ
か
ら
ず
。
水
調
は
商
と
見
え

た
り
。
し
か
る
に
箏
水
調
と
云
も
の
は
林
鐘
の
均
也
。
し
か
し
て
林
鐘
を
も
て
曲
の
宮
と
す
。
是
水
調

に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
盤
渉
調
と
云
も
の
は
南
呂
を
宮
と
す
と
い
へ
ど
も
、
実
は
黄
鐘
の
均
な
り
。
是
正

に
そ
の
実
に
合
る
に
似
た
り
。
し
か
し
て
黄
鐘
の
絃
唯
二
六
二
絃
の
み
に
南
呂
姑
洗
各
三
絃
自
餘
或
は

二
絃
な
る
有
。
律
を
生
ず
る
の
序
を
以
て
云
と
き
は
、
黄
鐘
宮
た
り
と
い
へ
ど
も
調
を
詳
に
論
ず
る
時

は
黄
鐘
の
均
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ば
是
甚
猥
り
也
。
風
江
調
は
楽
調
子
は
さ
る
名
も
聞
え
ね
ど
、
も
し

さ
る
調
有
と
も
一
調
の
中
み
だ
り
な
る
上
は
ま
た
用
う
べ
か
ら
ず
。
羽
調
は
ま
た
聞
も
お
よ
ば
ず
。
そ

の
う
へ
仲
呂
宮
た
る
べ
け
れ
ど
も
南
呂
姑
洗
各
三
絃
自
餘
或
は
二
絃
有
、
し
か
れ
ば
調
中
正
し
か
ら

ず
。」
と
あ
る
。

24 

原
文
に
は
「
壹
越
調
大
食
調
双
調
水
調
の
四
調
は
其
実
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
其
均
各
正
し
。
此
中
必

古
法
有
べ
し
。
是
を
考
る
に
夫
唐
二
十
八
調
の
中
、
太
簇
の
均
な
し
。
し
か
れ
ば
大
食
調
は
唐
制
に
あ

ら
ず
。
壹
越
調
正
に
唐
法
と
す
。
い
か
む
と
な
れ
ば
箏
も
と
瑟
に
本
づ
く
。
し
か
る
に
瑟
の
宮
絃
中
央

に
有
。
今
双
調
は
宮
絃
三
八
巾
に
有
。
是
中
央
の
声
に
あ
ら
ず
。
今
水
調
は
宮
絃
一
四
九
に
有
。
ま
た

中
央
の
声
に
あ
ら
ず
。
壹
越
調
は
宮
絃
二
七
為
に
有
。
是
を
以
見
れ
ば
二
絃
倍
声
七
絃
正
声
為
絃
子
声

な
る
べ
し
。
し
か
し
て
七
絃
は
則
十
三
絃
の
中
央
也
。
し
か
れ
ば
是
唐
法
也
け
り
。」
と
あ
る
。

25 

原
文
に
は「
但
壹
越
調
二
柱
有
。
一
柱
性
調
と
名
づ
く
。
ま
た
上
調
と
云
。
是
中
古
以
来
常
に
用
ひ
て
、

壹
越
調
た
ま
／
＼
用
う
。
し
か
し
て
下
壹
越
調
と
呼
。
性
調
を
上
壹
越
調
と
呼
。
し
か
れ
ど
も
二
調
い

づ
れ
か
も
と
な
る
と
云
事
を
し
れ
る
も
の
或
は
す
く
な
し
。
仁
智
要
録
を
見
る
に
、
下
壹
越
調
を
壹
越

調
と
し
て
異
名
な
く
、
上
壹
越
調
を
壹
越
性
調
と
し
て
ま
た
上
調
と
云
よ
し
見
え
た
り
。
し
か
れ
ば
、

か
の
譜
下
壹
越
調
を
以
本
調
子
と
す
。
ま
た
今
考
る
に
、
下
壹
越
調
本
に
し
て
、
上
壹
越
調
は
後
に
制

せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
い
か
む
と
な
れ
ば
、
仁
智
要
録
を
見
る
に
、
横
笛
を
も
て
箏
調
の
準
と
す
る
事

見
え
た
り
。
三
五
要
略
も
ま
た
横
笛
を
も
て
琵
琶
を
調
ぶ
る
事
見
え
た
り
。
夫
横
笛
觱
篥
の
如
き
は
息

に
依
て
音
変
し
安
し
。
笙
は
そ
の
律
殊
に
正
し
。
そ
の
正
し
き
を
準
と
せ
ず
し
て
正
し
か
ら
ざ
る
を
準

と
す
。
是
中
古
横
笛
を
と
せ
し
が
故
な
る
べ
し
。
し
か
し
て
壹
越
調
の
曲
、横
笛
多
く
清
黄
鐘
を
ふ
く
。

し
か
る
に
箏
下
壹
越
調
を
用
う
る
と
き
は
清
黄
鐘
を
希
に
用
ひ
て
、
も
は
ら
正
黄
鐘
を
用
う
。
よ
つ
て

横
笛
に
同
じ
か
ら
ず
。
こ
こ
を
以
て
調
を
あ
げ
て
一
法
を
な
す
な
る
べ
し
。
し
か
し
て
世
是
を
好
で
中
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古
已
来
常
と
な
り
し
な
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
見
れ
ば
性
調
は
則
清
調
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

26 

下
壹
越
調
は
江
戸
時
代
に
は
箏
の
師
範
家
の
四
辻
家
が
相
伝
し
て
い
た
調
絃
法
で
、
通
常
の
楽
曲
の
習

得
が
済
ん
だ
段
階
の
も
の
に
の
み
伝
授
す
る
調
絃
だ
っ
た
ら
し
い
。

27 

原
文
に
は
「
按
ず
る
に
黄
鐘
の
均
を
以
て
一
越
調
を
弾
ず
る
は
今
伝
え
し
所
の
楽
曲
、
武
徳
楽
、
酔
公

子
一
越
調
に
有
。
し
か
し
て
そ
の
調
法
を
考
る
に　

正
宮
調
也
。
是
中
古
楽
官
そ
の
伝
を
失
し
、
郷
大

夫
み
だ
り
に
浮
説
を
附
す
。
か
の
正
宮
調
黄
鐘
と
す
る
も
の
は
、
後
世
伝
ふ
る
所
、
越
調
の
曲
多
し
て

正
宮
調
希
也
。
し
か
も
正
宮
調
其
声
相
似
た
り
。
旦
正
宮
調
の
宮
黄
鐘
也
。
俗
黄
鐘
を
越
調
と
い
ふ
。

是
等
に
依
て
遂
に
正
宮
の
楽
を
越
調
の
部
中
に
入
し
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

28 

原
文
に
は
「
ま
た
越
調
の
中
に
沙
陀
調
有
。
案
ず
る
に
梵
語
宮
調
を
云
て
沙
陀
力
と
す
。
か
の
沙
陀
力

調
の
中
、
安
楽
曲
、
一
徳
塩
、
渋
河
鳥
、
正
宮
調
也
。
か
の
林
邑
の
僧
仏
哲
等
林
邑
の
楽
を
伝
て
、
し

か
し
て
其
中
宮
調
な
る
有
て
、
是
を
沙
陀
力
調
と
云
し
を
、
後
世
の
俗
、
其
調
に
似
た
る
を
沙
陀
調
と

は
い
へ
る
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

29 

所
伝
の
掻
合
と
爪
調
は
呂
（
壹
越
調
・
双
調
用
）、
呂
（
太
食
調
用
）、
律
（
平
調
・
黄
鐘
調
・
盤
渉
調

用
）
の
三
種
。

30 

田
安
宗
武
の
解
し
た
俗
楽
二
十
八
調
は
、
叡
覧
に
も
供
し
た
よ
う
で
東
山
御
文
庫
に
伝
来
す
る
「
俗
楽

二
十
八
調
図
」（
勅
六
〇
一
四

－

二
）
は
田
安
宗
武
の
解
し
た
俗
楽
二
十
八
調
に
基
づ
く
図
に
な
っ
て

い
る
。

[

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
「
近
世
日
本
で
展
開
し
た
楽
律
学
の
成
果
と
意
義
」
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。]
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─『楽曲考附録』の笙譜・箏譜による ─

遠藤　　徹＊

音楽・演劇講座（音楽分野）

（2021年8月30日受理）

ENDO, T.: An Elementary Study of Gagaku Research by TAYASU Munetake: Based on the Sho and Koto Scores of 

Gakkyokuko-Furoku. Bull. Tokyo Gakugei Univ. Division of Arts and Sports Sciences., 73: 369-390. (2021)
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Abstract

TAYASU Munetake (1715-71), the second son of Yoshimune Tokugawa, the eighth shogun, is not only famous as 1 a 

Kokugaku scholar, but is also known for his knowledge of gagaku and his research on gagaku with the aim of restoration.This 

paper considers how Munetake saw Gagaku at that time and what kind of reconstruction he wanted to do, based on the sho and 

koto scores in the "Gakkyokuko-Furoku".Analyzing the sho and koto scores in the "Gakkyokuko-Furoku",it was become clear 

that Munetake found that Japanese gagaku (Togaku) was different from the original way of the Tang dynasty 28-tones, and 

regarded it as a problem.In addition, it can be said that Munetake Tayasu's study of gagaku aimed to restore Japanese gagaku to 

the original form of the 28-tone Tang dynasty.
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